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菜の花まつりアースデイ in かつらぎ
菜の花ウォーキングで葛城の春を満喫しました
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広報

と も に 創 り 、 と も に 生 き る ま ち 葛 城

葛城市の家計簿をみてみよう
平成 27 年度予算と施政方針

皆さんの魅力あるまちづくりを支援します
市民活動支援事業
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予算
平成27年度

民生費　　　50 億 9044 万 3 千円
社会福祉や高齢者、児童福祉などに

土木費　　　36 億 3616 万 1 千円
道路整備や公園管理などに

衛生費　　　19 億 3097 万 5 千円
保健や環境、ごみの処理などに

教育費　　　19 億 2430 万円
学校教育や社会教育に

総務費　　　13 億 4059 万 8 千円
市の財産管理や戸籍、税務などに

公債費　　　11 億 2776 万 2 千円
市が借りたお金の返済に

農林商工費　5 億 9431 万 3 千円
農林畜産業の振興や観光などに

消防費　　　5 億 8679 万 9 千円
消防活動などに

議会費　　　1 億 7886 万 3 千円
議会の運営や議員の報酬に

その他　　　4578 万 6 千円
基金（貯金）への積立てなどに

自主財源　市税、使用料など、市が自ら収納、徴収でき
る財源のこと。安定した行政運営には、歳入
総額に占める割合が大きいほど望ましい。

市税　　　　　　　37 億 7237 万円
市民税、固定資産税など

繰入金　　　　　　9 億 9481 万 8 千円
基金（貯金）から取り崩すお金など

分担金及び負担金　2 億 5788 万 8 千円
特定の利益を受ける人から徴収するお金、保育料など

使用料及び手数料　1 億 9349 万 9 千円
施設の使用料や住民票の交付手数料など

その他　　　　　　3 億 1302 万 9 千円
繰越金、財産収入など

依存財源　自主財源に対して、地方交付税や国庫支出金
など、国や県の基準により交付されたり割り
当てられたりする収入のこと。

地方交付税　　　　41 億 7500 万円
所得税等の一部から地方公共団体に交付されるお金

国庫支出金　　　　27 億 3274 万 9 千円
市が行う特定の事業などに対し国が交付するお金

市債　　　　　　　24 億 1590 万円
事業などを行うために国や金融機関から借りるお金

県支出金　　　　　9 億 9474 万 7 千円
市が行う特定の事業などに対し県が交付するお金

その他　　　　　　6 億 600 万円
譲与税、交付金など

一般会計予算額　164億5600万円
　　（前年度比 6 億 1400 万円、3.6% 減）

民生費
137,658 円

土木費
98,330 円

衛生費
52,218 円

教育費
52,038 円

総務費
36,253 円

公債費
30,497 円

農林商工費
16,072 円

消防費
15,868 円

議会費
4,837 円

その他
1,238 円

市民税
45,634 円

固定資産税
48,678 円

軽自動車税
2,077 円

市たばこ税
5,625 円

市民 1 人あたりの市税負担額
102,014 円

市民 1 人あたりに使われるお金
445,009 円

歳入 歳出

　※市民 1 人あたりの金額 = その年度の総合計÷ 36,979 人
（平成 27 年 4 月 1 日現在人口）

民生費
30.9%

土木費
22.1%

教育費
11.7%

衛生費
11.7%

議会費　1.1%

農林商工費　3.6%
消防費　3.6%

その他　0.2%

総務費
8.2%

公債費　6.9%

使用料及び手数料　1.2%

繰入金　6.0%
分担金及び負担金　1.6%

その他　1.9%

市税
22.9%

地方交付税
25.4%

国庫支出金
16.6%

市債
14.7%

県支出金　6.0%
その他　3.7%

依存財源
66.4%

自主財源
33.6%

会計名 平成 27 年度予算額 平成 26 年度予算額 増減額
国民健康保険特別会計 4,736,000 4,339,000 397,000

介護保険特別会計（保険事業勘定） 2,330,300 2,152,000 178,300
（介護サービス事業勘定） 28,400 28,200 200

下水道事業特別会計 1,557,000 1,519,000 38,000
学校給食特別会計 413,500 1,681,000 ▲ 1,267,500
住宅新築資金等貸付金特別会計 1,070 800 270
霊苑事業特別会計 24,800 12,600 12,200
葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計 17,500 17,084 416
後期高齢者医療保険特別会計 333,100 325,400 7,700

平成 27 年度　特別会計及び水道事業会計予算額

会計名 平成 27 年度予算額 平成 26 年度予算額 増減額

水道事業会計

収益的収入 829,249 845,195 ▲ 15,946
収益的支出 666,612 703,345 ▲ 36,733
資本的収入 17,000 2,000 15,000
資本的支出 360,632 350,090 10,542

（単位 : 千円）

市税
市税全体で 37 億 7237 万円と、前年比▲ 1 億 6557 万 1 千円、

4.2% の減を見込んでいます。
個人市民税は 14 億 6060 万円で、給与所得の減収により、前年

比▲ 8880 万円、5.7% の減、法人市民税は 2 億 2689 万円で、法
人税率の引き下げにより、前年比▲ 2146 万円、8.6% の減を見込
んでいます。

固定資産税は 18 億 8 万円で、新規設備投資が少ないこと及び評
価替に伴う経年減価により、前年比▲ 5101 万 1 千円、2.8% の減
を見込んでいます。

軽自動車税は 7680 万円で、保有台数の増等により、前年比 770
万円、11.1% の増を見込んでいます。

人件費
人件費は 26 億 563 万 1 千円で、国勢調査の実施に伴う人件費

の増等により、前年比 5762 万 2 千円、2.3% の増となっています。
扶助費

扶助費は 27 億 815 万 5 千円で、精神障害者医療に係る制度改
正に伴う増等により、前年比4387万円、1.6%の増となっています。
公債費

公債費は 11 億 2772 万 9 千円で、前年比 2313 万 5 千円、2.1%
の増となっています。
義務的経費と投資的経費

義務的経費は 64 億 4151 万 5 千円で、前年比 1 億 2462 万 7
千円、2.0% の増となっています。

投資的経費は 41 億 855 万 7 千円で、尺土駅前周辺整備事業、
地域活性化事業、吸収源対策公園緑地事業の増等により、前年比
10 億 4910 万 3 千円、34.3% の増となっています。  

人件費 職員や特別職の給与並びに議員及び各委員会
の委員報酬等

物件費 消耗品や交際費、業務委託料など消費的性質
の経費

維持補修費 公共施設の効用を保全するための経費

扶助費 児童手当、乳幼児・高齢者等の医療費助成や
生活保護費などの経費

補助費等 各種団体への補助金や負担金
普通建設事業費 道路等の整備など建設事業に係る投資的経費

災害復旧事業費 災害によって被害を受けた施設等の復旧に要
する経費

公債費 市債（借入金）の返済金
積立金 基金（貯金）への積立ての経費
繰出金 下水道事業などの特別会計へ繰り出す経費

市たばこ税は 2 億 800 万円で、売り上げ減により、前年比▲
1200 万円、5.5% の減を見込んでいます。
地方交付税

地方交付税は 41 億 7500 万円を計上していますが、平成 26
年度の実績額や、国の地方財政対策関連資料等を勘案し、前年比
8800 万円、2.2% の増となっています。
繰入金

財源調整としての基金の取崩し等を計上していますが 9 億 9481
万 8 千円と、前年比 8615 万 2 千円、9.5% の増となっています。
市債

市債は 24 億 1590 万円で、前年比▲ 13 億 4400 万円、35.7%
の減となっています。

平成 27 年度
総額 164 億 5600 万円

（単位 : 千円）

予備費
5,000（0.0%）

貸付金
3,500（0.0%）
災害復旧事業費
2,940（0.0%）

予備費
5,000（0.0%）

貸付金
3,500（0.0%）
災害復旧事業費
2,940（0.0%）

補助費等　1,272,776（7.5%）
公債費　　1,104,594（6.5%）

積立金　　　575,114（3.4%）
維持補修費　126,713（0.7%）

人件費
2,548,009

（14.9%）

繰出金
3,752,625

（22.0%）

扶助費
2,664,285

（15.6%）

積立金　  　　37,465（0.2%）
維持補修費　104,196（0.7%）
公債費　　1,127,729（6.8%）
補助費等　1,446,885（8.8%）

主なものは…一般会計の歳入

性質別に見れば…一般会計の歳出

平成 26 年度
総額 170 億 7000 万円

普通建設事業費
3,056,514

（17.9%）

物件費
1,957,930

（11.5%）

人件費
2,605,631

（15.8%）

繰出金
2,258,068

（13.7%）

扶助費
2,708,155

（16.5%）

普通建設事業費
4,105,617

（25.0%）

物件費
2,050,814

（12.5%）
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1 子育て
①小児医療費助成事業　　　　　　　（継続　44,500 千円）

子育て家庭への経済的な支援の一環として、平成 26 年度
から小児医療費の対象年齢を小学校卒業までから中学校卒
業までとし、その助成の範囲についても入院と歯科診療分
に限っていたものを入院、通院の全ての医療費を対象とし
て助成します。

②未熟児医療費給付事業　　　　　  　（継続　6,800 千円）
母子保健法に基づき、未熟児養育医療費用を給付します。

③児童手当　　　　　　　　　　　 （継続　704,700 千円）
国の制度に準じた額で支給します。

④子育て世帯臨時特例給付金事業　　（継続　21,010 千円）
消費税引き上げに伴い、子育て世帯への臨時措置として、
児童手当受給者対象児童1人につき3,000円を給付します。

⑤妊婦健康診査公費負担事業　　　　（継続　30,817 千円）
母体や胎児の健康確保を図る上で、重要な妊婦健康診査の
公費負担（14 回）を行い、健やかな妊娠と安定した出産
を支援します。

⑥児童安全下校指導業務委託事業　　  （継続　4,518 千円）
子どもの安全を確保できる地域づくりを行うために、シル
バー人材センターに委託して、毎日 15 人体制で下校時間
に合わせての引率や安全指導を実施して子どもの安全を守
ります。

⑦学校運営協議会設置事業　　　　　　  （継続　924 千円）
市内小学校に学校運営協議会を設け、学校・保護者・地域
が一体となって子育てに当たる取組を推進します。

⑧小学生スポーツ教室委託事業　　　  （継続　1,002 千円）
新庄小学校 4 クラス、忍海小学校 2 クラス、當麻小学校
2 クラス（いずれも 5 年生）を対象に、日本サッカー協会
よりアスリートの派遣を仰ぎ、< 夢をもつこと >< 協力
すること > の大切さをゲーム及び講話を通じて指導願い
ます。

⑨教育講演会実施事業　　　　      　  （継続　1,000 千円）
中学生を対象に将来への夢や希望を育むため、様々な分野
でご活躍中の方を招き、講演会を開催します。

⑩子ども・若者育成支援事業　　　　　　（継続　660 千円）
社会とのつながりが希薄になっている子どもや若者に対し
ての相談業務を実施するとともに「葛城市子ども・若者支
援地域協議会」の活用や教育相談室との連携を図ることに
より、自宅以外での生活の場が失われることのないよう継
続的に支援等を行います。

⑪学校・地域パートナーシップ事業　　（継続　3,000 千円）
学校教育の充実と地域・家庭の教育力の向上を図るため、
小・中学校に学校支援地域コーディネーターを配置し、学
校支援ボランティアの派遣等を行いながら、学校の環境整
備支援活動等の推進を図るとともに、各学校に「学校コミュ
ニティ協議会」の設置を検討し学校・家庭・地域が協働し
て地域教育力の向上につながる仕組みを構築します。

⑫スポーツ講演会委託事業　　　　　  （継続　1,000 千円）
子どもたちに夢を与えられるよう、プロの選手とともにス
ポーツすることを通じてスポーツの楽しさや醍醐味を感じ
技術を身につけていただくため、トップアスリートをお招
きし、講演や実技指導を依頼します。

⑬保育所緊急整備事業補助金 　　　（新規　205,359 千円）
民間保育所の施設整備に対して補助金を交付します。

⑭新庄北小学校区学童保育所増築工事に係る実施設計業務
（新規　3,564 千円）

利用人数の増加による学童保育所の増築工事に係る実施設
計委託料です。

⑮学校施設整備事業　　　　　　　 （新規　395,221 千円）
◦新庄北小学校校舎増築工事
◦新庄北幼稚園地震補強・大規模改造工事
◦各学校幼稚園改修工事等

2 福祉
①自立支援給付事業　　　　　　　 （継続　496,805 千円）

介護給付・訓練等給付・自立支援医療（更生医療・育成医
療）給付・補装具給付・計画相談支援給付・障害者一時保
護措置費等により支援を行います。

②地域生活支援事業　　　　　　　　（継続　52,186 千円）
地域活動支援センター事業・障害者相談支援事業・移動支
援事業・日中一時支援事業・日常生活用具給付等により地
域に合った支援を行います。

③障害児通所給付事業　　　　　　　（継続　75,188 千円）
児童発達支援・医療型児童発達支援・放課後等デイサービ
ス・障害児相談支援給付等により支援を行います。

④軽度生活援助事業　　　　　　　　  （継続　1,000 千円）
在宅の一人暮らしの高齢者および高齢者のみの世帯を対象
に、屋内外の簡易な作業の支援、家具転倒防止器具の取付
の一部助成を行います。

⑤臨時福祉給付金給付事業　　　　　（継続　59,842 千円）
消費税引き上げに伴い、市町村民税非課税の方かつ課税さ
れている方の扶養親族となっていない方に臨時措置として
6,000 円を給付します。

⑥総合型地域スポーツクラブ助成事業  （新規　1,200 千円）
子どもから高齢者までの広い年齢層が競技としてのスポー
ツではなく、健康で長生きできるよう健康増進及び体力維
持を図るとともに、地域のコミュニケーションの活性化に
貢献できるよう、新年度からスポーツクラブの設立に向け
取り組んでまいります。

3 安全・安心
①消費生活相談事業　　　　　　　　  （継続　1,301 千円）

市民を対象に悪質商法のトラブルや苦情処理等の消費者問
題の相談を行う「消費生活相談」を毎週 1 回実施します。

②幼児2人同乗用自転車購入費補助事業（継続　1,600千円）
「幼児 2 人同乗用自転車」が道路を走ることができるよう
になったことを受け、安全基準に適合する自転車購入者に
対し、購入価格の 2 分の 1（上限 4 万円）を補助し、子
育て家庭の経済的な負担を軽減するとともに、幼児が同乗
する自転車の交通事故の防止に努めます。

③地域防犯重点モデル地区支援事業　  （継続　2,000 千円）
市内で防犯の先進的な活動を行っている団体に対し補助金
を支出することにより、犯罪の起きにくい地域環境づくり
を推進します。

④各種検診事業　　　　　　　　　　（継続　25,509 千円）
胃がん等の早期発見・早期治療のため各種検診を実施して、
市民の健康づくりを進めます。また、特定の年齢に達した
方に子宮がん・乳がん・大腸がん検診の無料クーポン券の
配布による受診勧奨を行い、受診率の向上に努めます。

⑤特定健診および特定保健指導事業　（継続　29,576 千円）
生活習慣病の予備軍を早期に発見するための健康診査を実
施し、保健指導の対象者には健康教育、健康相談、各所講
座を積極的に開催し、生活習慣病の予防を一層強化します。

⑥消防団消防車両更新事業　　　　　（継続　34,452 千円）
地域の防災力の向上を図るため、消防団第 5 分団、第 6
分団の普通消防ポンプ自動車 2 台を更新します。

⑦既存木造住宅耐震診断支援事業　　　  （継続　450 千円）
安全・安心なまちづくりを進めるため、旧耐震基準（昭和
56 年以前）において建築された既存木造住宅の耐震性能
を市委託の診断員が調査を行い、耐震診断費用を公費負担
します。

⑧既存木造住宅耐震改修工事補助事業　  （継続　900 千円）
安全・安心なまちづくりを進めるため、旧耐震基準（昭和
56 年以前）において建築された既存木造住宅で構造評点
が 1.0 未満の耐震改修工事に対し、耐震改修費用の一部を
助成します。

⑨流域対策施設整備事業　　　　　　（新規　22,000 千円）
急激な市街化による保水力の低下に対応すべく、流域の保
水 ･ 遊水機能を積極的に保全し、河川への急激な流出を抑
制する総合治水対策として、尺土池・新庄第 1 健民運動
場の測量設計委託を行います。

⑩耐震改修促進計画見直し業務委託事業（新規　3,679 千円）
地震に強いまちづくりを目的に、滞在時間の長い住宅や不
特定多数の方が利用する特定建築物の耐震化の促進を図る
ため、計画を策定します。

4 環境
①すむなら葛城市住宅取得事業補助　  （継続　3,000 千円）

市の定住人口の増加及び地域経済の活性化を図るため、市
内において自ら居住するための住宅を取得した者に対して
補助金を交付します。

②新エネルギー等システム設置補助事業（継続　5,000 千円）
住宅用太陽光発電システム、家庭用燃料電池コージェネ
レーションシステム設置に係る補助を行います。

③新クリーンセンター建設事業　　 （継続　605,037 千円）
進入道路の整備及び擁壁、焼却炉棟等の建設工事を進めます。

④吸収源対策公園緑地事業　　　　 （継続　251,700 千円）
地球温暖化対策の一層の推進を図るため、温室効果ガス吸
収源対策に資する公園緑地の整備又は公共施設の緑化を推
進します。

⑤一般廃棄基本計画策定業務委託事業  （新規　4,532 千円）
前回計画の期間が平成 27 年度で終了するため、廃棄物処
理法及び条例の規定により、本市の廃棄物行政の基本とな
る次期計画を策定し、循環型社会の推進及び合理的な廃棄
物処理を図ります。

5 基盤整備
①職員研修事業　　　　　　　　　  　（継続　1,766 千円）

市町村職員中央研修所、全国市町村国際文化研修所、市町
村総合事務組合研修等の従来の研修機関での研修に加え、
より市の実情に即した内容の研修を年間通じて実施し、職
員の資質と対応能力の向上を図ります。

②公共施設マネジメント事業　　　   （継続　17,000 千円）
各公共施設の施設稼働率等の集計分析、将来コストシミュ
レーションや公共施設再編モデルプラン等の資料作成及び

公共施設マネジメント基本計画策定のための業務を委託
し、これまでの施設データと合わせて本市のファシリティ
マネジメントを推進します。

③電算システム共同化推進事業　　　（継続　47,087 千円）
IT（情報通信技術）コストの削減と業務システムの効率
化を図るため、広域連携自治体組織により、行政の各業務
システムの最適化や適正化の検討を加えながら、行政サー
ビスの向上を図ります。

④基幹システム番号制度対応事業　   （継続　56,607 千円）
番号法の成立に伴い、平成 28 年 1 月から個人番号の利用
が始まるため、基幹システムにおいて番号制度の対応に要
する経費です。

⑤市民活動支援事業　　　　　　　　  （継続　1,000 千円）
市民との協働によるまちづくりを推進し、魅力のあるまち・
葛城市を実現するため、市民公益活動団体が提案及び実施
する事業に対し補助を行います。

⑥尺土駅前周辺整備事業　　　　    （継続　421,572 千円）
道路および広場用地購入、道路改良工事、鉄道駅バリアフ
リー化等を進めます。

⑦国鉄・坊城線整備事業　　　　　   （継続　112,953 千円）
道路用地購入および道路改良工事等を進めます。

⑧社会資本道路改良事業　　　　　   （継続　59,500 千円）
葛城川東側線、中道諸鍬線の測量設計委託、道路改良工事
等を進めます。

⑨第2次総合計画策定業務委託事業　　（新規　3,780千円）
第 2 次総合計画策定業務を進めます。

⑩立地適正化計画策定業務委託事業   （新規　17,280 千円）
少子高齢化や人口減少を背景として、安心できる健康で快
適な生活環境の実現と持続可能な都市の形成を目指し、主
要な鉄道駅等を拠点として、住居や医療・福祉施設等を緩
やかにコントロールし、理想とするコンパクトなまちづく
りを進めるための立地適正化計画を策定します。

⑪新町スポーツゾーン計画設計　　　  （新規　5,000 千円）
東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催に合わせ、
キャンプ地招致候補を目指し、新町運動公園周辺施設のリ
ニューアル計画および設計を行います。

6 産業・観光
①中小企業資金融資制度　　　　　　  （継続　5,384 千円）

中小企業資金融資枠を 3 億円として、中小企業経営者を
支援するため、融資に伴う利子補給や保証料等の助成を行
います。

②地域活性化事業　　　　　　　  （継続　1,422,658千円）
市の観光の PR、商工業、農業の活性化を図る等、多様な
機能をあわせ持った、道の駅「かつらぎ」（仮称）の平成
28 年秋オープンに向け、測量設計委託、用地購入、造成
工事、建築工事等を進めるとともに、什

じゅうき
器備品を購入する

ものです。
③農畜産物処理加工施設トイレ改修工事（新規　37,606 千円）

トイレ老朽化に伴い、全面改修を行います。
④奈良盆地周遊型ウォークルート案内サイン整備事業

（新規　3,182 千円）
奈良県および奈良盆地内の関係市町村と協働し、市町村界
を越えたウォークルートを設定し、統一的な案内サインを
整備します。

平成 27年度の主な事業の内容（予算額）
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本
日
、
平
成
27
年
第
1
回
葛
城
市
議
会
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
素
か
ら
市
政
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
に
先
立
ち
ま

し
て
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
案
は
も
と
よ
り
「
葛

城
市
」
の
抱
え
て
い
る
課
題
や
目
指
す
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
私
の
所
信
を
申
し
述
べ
、
改
め
ま
し
て
議

員
の
皆
様
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

合
併
10
周
年
も
過
ぎ
、
新
年
度
は
新
市
建
設
計

画
に
基
づ
き
進
め
て
お
り
ま
す
建
設
事
業
等
の
大

き
な
事
業
が
い
よ
い
よ
終
結
す
る
年
度
で
あ
り
、
ま

た
、
終
結
に
は
至
ら
ず
と
も
終
結
に
向
け
て
推
進
す

る
た
め
の
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。
合
併
前
か

ら
、
ま
た
合
併
の
議
論
を
経
て
、
先
輩
方
が
「
葛
城

市
」
を
こ
ん
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
描
き

進
め
て
こ
ら
れ
た
事
業
が
大
き
く
進し

ん
ち
ょ
く捗

す
る
年
度

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
う

え
で
大
き
な
課
題
が
2
点
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
1
点
目
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
新

道
の
駅
の
建
設
事
業
、
そ
し
て
新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
稼
働
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
業
と
致
し
ま
し
て
、
国
鉄
・
坊
城
線
整
備
事
業

や
尺
土
駅
前
の
周
辺
整
備
事
業
等
が
ご
ざ
い
ま
す
。

2
点
目
と
致
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
5
年
後
、

10
年
後
の
「
葛
城
市
」
を
考
え
た
と
き
、
次
は
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と

い
う
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
有
識
者
ら
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
政
策

発
信
組
織
「
日
本
創
成
会
議
」
の
分
科
会
に
よ
り

2
0
4
0
年
の
人
口
試
算
が
示
さ
れ
、
そ
の
中
で

平成 27 年度
施政方針

葛城市長

山 下　和 弥

奈
良
県
内
の
3
分
の
2
の
市
町
村
が「
消
滅
可
能
性
」

の
危
機
に
あ
る
と
の
衝
撃
的
な
デ
ー
タ
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

幸
い
に
も
本
市
は
、「
消
滅
可
能
性
都
市
」
の
対

象
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」
か
ら
公
表
さ
れ
て
い

る
2
0
4
0
年
の
将
来
推
計
人
口
に
お
き
ま
し
て
、

本
市
の
人
口
は
3
万
2
5
7
6
人
に
な
る
と
予
想

さ
れ
、
合
併
時
と
比
較
す
る
と
約
1
割
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
16
年
10
月
1
日
の
合
併
時
の
本
市
の
人
口

は
、
3
万
5
5
1
3
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

27
年
1
月
1
日
現
在
で
3
万
7
0
5
9
人
と
な
り
、

約
1
5
0
0
人
の
増
加
が
あ
っ
た
も
の
の
、
65
歳

以
上
の
高
齢
化
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
時
に
は

約
18
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
27
年
1

月
1
日
現
在
で
は
約
25
パ
ー
セ
ン
ト
と
増
加
し
て

い
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
市
人
口
の

約
4
分
の
1
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
で
構

成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
も
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
し
て
い
る
現
実
は
否
め
な
い
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
た
め
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
増
加
が

必
須
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
若
年
層
の
方
々
を

い
か
に
し
て
「
葛
城
市
」
に
呼
び
込
ん
で
い
く
か
が
、

こ
れ
か
ら
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
致
し
ま
し
て
、
市

内
で
の
住
宅
購
入
者
に
対
す
る
補
助
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
新
規
就
農
や
若
年
層
農
業
支
援
制
度
等

を
充
実
さ
せ
、「
市
内
で
住
み
、
働
け
る
場
所
の
確

保
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
若
年
層
の
方
々
の
呼
び
込

み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」、「
高
齢
者

価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
市
民
の
皆
様
に
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

続
け
て
い
く
に
は
、
ま
ず
今
以
上
に
無
駄
遣
い
を
な

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
の
施
政
方
針
の
中
で
は
、
税
収
を
増
や
し
、

無
駄
を
な
く
し
て
い
き
た
い
と
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
よ
り
踏
み
込
ん
だ
内

容
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
市
町
村
の
財
政
状
況
を
よ
く
“
例
え
話
”

を
用
い
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
市
町
村
を

「
船
」
に
例
え
る
な
ら
ば
、税
金
は
「
燃
料
」
で
あ
り
、

市
役
所
は「
エ
ン
ジ
ン
」で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

燃
料
で
あ
る
税
金
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
エ
ン
ジ

ン
で
あ
る
市
役
所
の
性
能
が
優
れ
て
い
る
ほ
ど
、
市

町
村
と
い
う
船
は
長
い
距
離
を
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
10
億
円
分
の
燃
料
で
1
の
距
離
を

進
む
エ
ン
ジ
ン
が
あ
る
と
し
ま
す
。
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
地
方
創
生
に
よ
る
事
業

の
実
施
に
伴
い
、
地
方
の
消
費
が
喚
起
さ
れ
、
税

収
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
入
っ
て
く
る
お
金
、
つ
ま

り
船
の
燃
料
が
10
億
円
か
ら
15
億
円
に
な
っ
た
場

合
は
、
1.5
倍
の
距
離
を
進
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、『
エ
ン
ジ
ン
そ
の
も
の
を
も

っ
と
効
率
よ
く
回
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
』

と
い
う
疑
問
が
、『
市
役
所
を
ど
う
効
率
化
し
た
ら

よ
い
の
か
』
と
い
う
話
に
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

別
の
例
え
を
す
る
な
ら
ば
、
20
年
前
の
車
の
エ

ン
ジ
ン
と
今
の
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
比
較
す
る
と
、
今

の
エ
ン
ジ
ン
の
方
が
圧
倒
的
に
燃
費
が
よ
く
、
馬
力

も
強
い
う
え
に
サ
イ
ズ
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
市
役
所
を
車
の
エ
ン
ジ
ン
だ
と
す

る
と
、
エ
ン
ジ
ン
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
つ
つ
燃
費
効

率
を
高
め
る
こ
と
が
、
私
の
今
抱
え
て
い
る
課
題
で

あ
り
、
今
ま
さ
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
仕
事
で

ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
何
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か

と
申
し
ま
す
と
、
ま
ず
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
の
総
量

の
把
握
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
、
総

量
を
把
握
し
た
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
、
設
備
や
備
品
等
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
の
算
出
を
行

い
、
さ
ら
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
人
員
を
算
出
し
シ
ス
テ

ム
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
え
で
適
正

な
人
員
及
び
設
備
や
備
品
等
の
設
置
、
ま
た
そ
の
管

理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ト
ー
タ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
こ
の
見
直
し
こ
そ
が
、
エ
ン
ジ
ン
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
、
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
私
は
考
え
て
お
り

ま
す
。

昨
年
の
施
政
方
針
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
、
ま
さ
に
シ
ス
テ
ム
見
直
し

の
最
た
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
7
つ
の
自
治
体

で
サ
ー
バ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
共
有
化
を
図
り
、
37
業

務
を
他
の
自
治
体
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
毎
年
1
億
円
も
の
経
費
を
浮
か
す
こ
と
に
成

功
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
は
現
在
1
3
0
余
り
の
施
設
を
保

有
し
て
お
り
ま
す
が
、
2
年
前
に
設
置
し
た
「
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
委
員
会
」
に
お
き
ま

し
て
各
施
設
を
調
査
し
て
そ
の
状
態
を
把
握
し
、
建

替
え
等
の
是
非
や
廃
止
や
継
続
、
継
続
に
必
要
な
費

用
等
を
含
め
て
検
討
し
て
ま
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
人
員
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
再
任
用
制

度
を
見
据
え
た
う
え
で
の
人
員
の
適
正
な
管
理
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
設
備
や
備
品
の
管
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
民
間
企
業
よ
り

出
向
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
職
員
を
中
心
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
よ
り
適
切
な
設

備
や
備
品
の
管
理
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
は
、
根
本
的
な
構
造
改
革
に
取

り
組
み
、
市
民
の
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な

税
金
を
節
約
し
、
効
率
よ
く
運
用
し
て
い
け
る
よ
う

な
行
政
体
に
し
て
い
く
べ
く
努
力
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
船
の
燃
料
と
エ
ン
ジ

ン
の
説
明
に
戻
り
ま
す
が
、
10
億
円
分
の
燃
料
で
1

の
距
離
を
進
む
こ
と
が
で
き
る
船
が
あ
り
、
燃
料
が

10
億
円
か
ら
15
億
円
に
な
っ
た
場
合
は
1.5
倍
の
距

離
を
進
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
ご
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
10
億
円
で
回
る
エ
ン
ジ

ン
を
2
割
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
8
億
円
で
回
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
15
億
円
の
お
金
が
入
っ
て
き
た
場
合

は
、
1.5
倍
か
ら
約
2
倍
の
距
離
を
進
む
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
将
来
長
き
に
わ
た
り

効
率
の
よ
い
行
政
体
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い

く
た
め
に
は
、
市
役
所
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
の
活

力
を
う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
そ
の
知
恵
や
知
識
を

拝
借
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
行
政
が
「
葛
城
市
」
と
い

う
地
域
の
中
で
、
企
業
、
市
民
、
市
役
所
が
一
体
と

な
っ
て
進
ん
で
い
け
る
よ
う
な
方
策
を
模
索
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
定
住
促
進
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
「
葛
城
市
」
に
と
っ
て
の

課
題
や
そ
の
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
の
具
体
的
な
政
策
と
致
し
ま
し
て
、

新
年
度
の
眼
目
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
ご
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

葛
城
の
宝
、
子
ど
も
達
を
守
り
ま
す

（
芸
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

世
界
的
に
も
著
名
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
方
に
芸
術

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
し
、
年
に
数
回
、
小
・
中
学

校
を
中
心
に
訪
問
し
て
い
た
だ
き
、
音
楽
や
芸
術
の

素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
達
や
市
民
の
皆
様
に
お
伝

え
願
う
機
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

ス
ポ
ー
ツ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、

過
去
に
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
桑
田
真
澄
氏
、
サ
ッ
カ

ー
元
日
本
代
表
の
岩
本
輝
雄
氏
、
平
成
26
年
度
は
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
デ
ュ
ー
ク
更
家
氏
等
、
様
々
な
分
野

の
著
名
人
の
方
に
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
は
、
奈
良
県
で
唯
一
の
プ
ロ
チ
ー
ム
で
あ
る

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
チ
ー
ム
と
1
年
間
の

協
定
を
結
び
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
、
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
選
手
の
方
々
か
ら
直
接
学
べ

る
機
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
の
「
居
場
所
」
を
つ
く
り
ま
す

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
）

奈
良
交
通
の
当
麻
新
庄
線
の
廃
止
に
伴
い
、
現

在
、
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
代
替
運
行
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
廃
止
路
線
を
含
め
て

市
内
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見
直
し
を
「
葛

城
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
を
中
心
と
し

て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
末
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
市
民
の
皆
様
か
ら

ご
意
見
を
頂
戴
し
、
さ
ら
に
現
在
の
公
共
交
通
機
関

の
状
況
も
十
分
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
一
層

よ
り
有
用
な
公
共
交
通
網
の
構
築
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
早
け
れ
ば
年
内
に
新
し
い
バ
ス
網
の
構

築
を
行
い
ま
す
。

の
方
々
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
の
人
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
え
、
す
べ
て
の
人
が
「
い
つ
ま
で
も
、
愛
着
を
持

っ
て
過
ご
せ
る
ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
財
政
面
や
行
政
運
営
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
本
市
は
、
多
く
の
企
業
の
皆
様
の
お
か
げ

で
安
定
的
に
税
収
を
得
て
お
り
ま
す
。

本
市
の
当
初
予
算
規
模
は
、
こ
こ
数
年
、
新
市

建
設
事
業
に
伴
う
経
費
が
嵩か

さ

ん
で
い
る
こ
と
も
あ

り
1
5
0
億
円
台
か
ら
1
8
0
億
円
台
に
推
移

し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
大
き
な
事
業
を
せ
ず
に

予
算
を
組
ん
だ
場
合
は
、
概
ね
1
2
0
億
円
か
ら

1
3
0
億
円
ぐ
ら
い
が
予
算
の
適
正
規
模
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

予
算
の
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様

や
企
業
の
皆
様
か
ら
の
税
収
を
30
億
円
台
後
半
と

見
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
税
収
と
国
か
ら
い
た

だ
く
地
方
交
付
税
や
補
助
金
に
加
え
、
地
方
債
等
で

予
算
を
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
中
に
は
、『
地
方
債
等
の
借
金
を
せ
ず
に

行
政
を
進
め
て
ほ
し
い
』
な
ど
の
ご
意
見
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
税
収
だ
け
で
は
、
本
市
に
限
ら
ず
多
く
の

地
方
公
共
団
体
で
も
到
底
そ
の
財
政
を
賄
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
し
、
市
民
の
皆
様
が
必
要
と
す
る
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
に
も
事
欠
く
恐
れ
が
生
じ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
有
益
な
事
業
を
見
極
め
、
皆

様
の
ご
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
予
算
を

編
成
す
る
た
め
、
旧
町
の
頃
か
ら
合
併
特
例
債
を
は

じ
め
と
す
る
、
国
か
ら
地
方
交
付
税
と
し
て
お
金
が

返
還
さ
れ
る
地
方
債
を
有
効
に
活
用
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
奈
良
県
内
で
も
特
に
健
全
で
あ
る
と
高
く
評



　H27.5 8　H27.59

施 政 方 針
（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
ま
ち
づ
く
り
、I
C
T
ま
ち
づ
く
り
）

本
市
で
は
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

と
「
I
C
T
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
一
緒
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
よ
く
誤
解
を
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

は
全
く
別
の
事
業
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
効
率
化
を
図

る
た
め
に
双
方
の
事
業
を
ク
ロ
ス
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
申
し
ま

す
の
は
、
核
と
な
る
公
民
館
、
集
会
所
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
を
う
ま
く
活
用
し
、「
井
戸
端
」

を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
力
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
最
終
的
に
は
地
域
の
皆
様
自
身
で
『
自
分
た

ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
く
、
自
分
た

ち
で
守
っ
て
い
く
、
自
分
た
ち
で
よ
く
し
て
い
く
』

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
方
策
で

ご
ざ
い
ま
す
。

「
I
C
T
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
申
し
ま
す
の
は
、

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
に
伴
い
公
民
館
等
に
嘱

託
職
員
等
を
配
置
し
、
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
等
を

発
行
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
実
証
の
た
め

に
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
を
先
立
っ
て
寺

口
ふ
れ
あ
い
集
会
所
と
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
か
ら
は
忍
海
集
会

所
に
も
新
た
に
開
設
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
が
集
ま
り
や

す
い
場
所
を
設
け
る
た
め
の
種
ま
き
作
業
に
な
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
I
C
T
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
）

山
間
地
域
の
皆
様
が
抱
え
る
買
い
物
の
困
難
さ

に
対
す
る
支
援
、
大
き
な
病
院
が
な
い
本
市
で
の
健

康
管
理
や
医
療
の
問
題
等
を
解
決
す
る
手
段
を
模

索
し
て
い
く
中
で
考
え
至
っ
た
の
が
、「
新
時
代
葛

城
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
I
C
T
や
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
情
報
共
有
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
補
完
等
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

現
在
、
総
務
省
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
、
絶
対
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

こ
の
I
C
T
や
デ
ジ
タ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い

え
ど
も
あ
く
ま
で
も
「
道
具
」
で
あ
り
、「
道
具
」

だ
け
で
は
人
は
幸
せ
に
は
な
り
得
な
い
と
い
う
点

で
ご
ざ
い
ま
す
。
様
々
な
「
道
具
」
を
使
っ
て
ど
れ

だ
け
便
利
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
し
て
市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
見
え
る
ま

ち
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
て
、「
道
具
」
は
あ
く
ま
で
も
「
道
具
」
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
「
道
具
」
の
有
効
活
用
の
方
法
の
1
つ
と

致
し
ま
し
て
、
平
成
28
年
か
ら
国
民
一
人
ひ
と
り
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
状

況
が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
中
で
、
い
ち
早
く
こ
れ

に
取
り
組
む
こ
と
が
市
民
の
皆
様
の
利
益
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
、
本
市
は
全
国
で
も
先
発
的
に
こ
れ

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

（
介
護
バ
ウ
チ
ャ
ー
制
度
）

こ
の
2
年
間
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
様
々
な
取

り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
制
度
の
さ

ら
な
る
浸
透
を
目
指
し
、
新
年
度
か
ら
制
度
モ
ニ
タ

ー
の
方
を
募
集
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
ツ
ー
ル
を
利
用
し

た
ご
自
身
に
よ
る
健
康
管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々

に
公
民
館
等
に
足
を
お
運
び
願
っ
て
、
皆
様
の
交
流

の
場
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
自
身

の
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
く
体
制
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。

買
い
物
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
は

手
数
料
が
か
か
る
な
ど
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
民
間
企
業

に
相
談
致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
手
数
料
を
か
け
ず
に

配
送
を
行
う
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
年
度
か
ら
は
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
、
健

康
管
理
や
買
い
物
支
援
、
買
っ
た
物
を
自
宅
ま
で
届

け
て
い
た
だ
く
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
方
や

そ
の
他
全
般
に
つ
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
に
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制

度
」
の
構
築
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
、『
お
金
の

切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
』『
国

の
補
助
金
や
市
の
予
算
で
人
を
雇
っ
て
事
業
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
』
し
か

し
、『
事
業
を
や
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

予
算
が
嵩か

さ

み
、
こ
の
事
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
財

政
上
適
切
な
の
か
否
か
』
と
い
っ
た
議
論
が
必
ず
起

こ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
ご
近

所
の
高
齢
者
の
方
々
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
考

え
て
く
だ
さ
る
市
民
の
皆
様
か
ら
な
る
「
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
力
を
お
貸
し
い
た
だ
く
た
め
の
介
護

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
総
称
し
て
そ
れ
を
「
介
護
バ

ウ
チ
ャ
ー
制
度
」
と
命
名
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

検
討
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
制
度
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
対
価
と
し
て
い
く
ば
く
か
の
報
酬
を
お
渡

し
す
る
の
か
、
ま
た
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い

た
時
間
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
提
供
し
、
そ
れ
を
将

来
の
自
分
の
介
護
に
係
る
自
己
負
担
の
代
わ
り
と

し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
の
か
、
具
体

的
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
検
討
中
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
方
々
や
市
民
の
皆
様
の
お

役
に
立
つ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

何
よ
り
も
命
を
守
り
ま
す

（
広
報
の
徹
底
）

私
が
市
議
会
議
員
を
経
て
市
長
に
な
ら
せ
て
い

た
だ
き
、「
葛
城
市
」
に
携
わ
る
政
治
家
と
し
て
『
市

を
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
足
り
な
い
の
か
、

何
を
ど
う
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
』
を
考
え
た
と

き
、
問
題
の
1
つ
と
し
て
「
広
報
の
徹
底
」
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
存
命
確
認

や
連
絡
手
段
、
ま
た
災
害
等
非
常
時
の
情
報
伝
達
手

段
や
避
難
情
報
、
災
害
用
の
食
糧
や
備
品
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う

に
し
て
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
の
か
、
こ
れ
ら

広
報
徹
底
の
手
段
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
こ
よ
り
も
快
適
な
住
環
境
を
目
指
し
ま
す

（
す
む
な
ら
葛
城
市
事
業
）

本
市
は
、
冒
頭
で
も
ご
説
明
致
し
ま
し
た
と
お
り
、

合
併
以
降
、
人
口
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
全

国
や
奈
良
県
の
将
来
的
な
人
口
は
多
数
の
市
町
村
で

減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
将
来
は
人
口

減
少
に
転
じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

人
口
が
減
少
し
て
い
っ
た
場
合
の
影
響
と
致
し

ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
支
出
の
増

加
、
社
会
保
障
の
問
題
、
高
齢
化
に
伴
う
相
互
扶
助

力
や
地
域
防
災
力
の
低
下
、
税
収
入
の
減
少
等
様
々

な
マ
イ
ナ
ス
面
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
新
築
並
び

に
中
古
住
宅
を
取
得
し
た
方
に
対
し
ま
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
や

教
育
・
文
化
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
の
豊
か
さ
や
交

通
の
利
便
性
等
、
本
市
の
優
れ
た
魅
力
も
併
せ
て

P
R
し
な
が
ら
、「
葛
城
市
」
の
定
住
人
口
の
増
加

を
図
る
こ
と
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
・

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
づ
く
り
）

先
ほ
ど
、
5
年
後
、
10
年
後
の
「
葛
城
市
」
を

考
え
て
い
く
う
え
で
の
種
ま
き
の
お
話
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
政
策
を
講
じ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
市
は
、「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」
の

構
築
を
目
指
す
約
60
の
自
治
体
の
首
長
が
集
ま
る

研
究
会
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
研
究
会
は
平

成
21
年
に
発
足
し
た
も
の
で
、
我
が
国
の
超
高
齢
・

人
口
減
社
会
に
よ
っ
て
生
じ
る
様
々
な
社
会
課
題

を
自
治
体
が
自
ら
克
服
す
る
た
め
、
こ
の
危
機
感
を

共
有
す
る
首
長
が
集
結
し
、「
健
幸
」
を
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
据
え
た
政
策
を
連
携
し

な
が
ら
実
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
最
新
の
科
学
技
術
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
持
続
可
能
な
新
し
い
都
市
モ
デ
ル
「
ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
」
の
構
築
を
目
指
す
と
い
う
宣
言

を
行
い
、
ハ
ー
ド
面
ま
た
は
ソ
フ
ト
面
か
ら
健
康
づ

く
り
を
主
眼
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
国
土
交
通
省
の
提
唱

に
の
っ
と
り
、
大
き
な
駅
や
主
要
な
建
物
の
近
く
に

多
様
な
都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す

く
、
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
く
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
か
ら
の
直
接
投
資
を
得
ら
れ

る
よ
う
そ
の
計
画
を
立
て
、
駅
や
主
要
な
施
設
に
バ

ス
の
交
通
網
を
つ
な
げ
る
等
の
整
備
を
行
い
、
市
民

の
皆
様
が
利
用
し
や
す
く
、
住
み
や
す
い
、
ま
た
高

齢
者
の
方
々
が
買
い
物
や
福
祉
医
療
を
受
け
や
す

い
ま
ち
の
設
計
図
を
描
い
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
策
定
）

本
市
に
は
国
宝
8
件
、
国
重
要
文
化
財
30
件
を

有
す
る
當
麻
寺
が
あ
り
、「
聖し

ょ
う
じ
ゅ
ら
い
ご
う
ね
り
く
よ
う
え
し
き

衆
来
迎
練
供
養
会
式
」

は
1
0
0
0
年
以
上
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
當
麻

寺
と
と
も
に
地
域
の
人
々
の
信
仰
の
力
に
よ
っ
て

受
け
継
が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
周
辺

の
参
道
に
は
当
時
の
名
残
を
伝
え
る
屋
敷
や
寺
社

等
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
に
は
多

く
の
費
用
と
手
間
が
か
か
り
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
よ
り
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
歴

史
的
価
値
の
高
い
建
造
物
や
歴
史
・
伝
統
が
人
々
の

生
活
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
良
好
な
歴
史
的
風
致
を
維
持
し
、

後
世
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
」
策
定
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

葛
城
市
っ
て
こ
ん
な
に
す
ご
い

（
新
規
就
農
、
若
年
層
農
業
支
援
）

新
道
の
駅
の
創
設
に
よ
り
地
場
産
業
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
す
ぐ
近
く
に
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
移
設
す
る
こ
と
で
、
地
産
地
消
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
も
し
っ
か
り
と
考
え
実
行
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
高
齢
化
が
目
立
っ
て
い
る
農
業
は
、
現
在
、

耕
作
放
棄
地
が
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
そ
れ
以
外

に
も
遊
休
農
地
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
耕

作
放
棄
地
等
を
ど
の
よ
う
に
解
消
し
て
い
く
の
か

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
新
規
の
就
農
者
や
若
年
層
の
農
業
者
に

対
し
て
、
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
と
い
う
意
味
も

込
め
ま
し
て
融
資
制
度
を
新
設
致
し
、「
U
タ
ー
ン
」

「
I
タ
ー
ン
」「
J
タ
ー
ン
」
と
い
っ
た
方
々
が
本
市

の
農
業
産
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新
規

参
入
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、
積
極
的
に
就
農
支

援
や
農
業
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
芸
術
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
）

芸
術
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内

在
住
の
画
家
の
方
々
よ
り
、
秋
頃
を
目
途
に
本
市
を

舞
台
と
し
て
絵
画
展
を
開
催
し
な
い
か
と
い
う
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
が
そ
の
端
緒
で
あ
り
ま

す
。
回
を
重
ね
て
熱
心
に
お
話
を
い
た
だ
く
中
で
話

が
大
き
く
膨
ら
み
、
大
阪
芸
術
大
学
や
市
内
油
絵

具
メ
ー
カ
ー
等
の
企
業
か
ら
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
市
内
で
芸
術
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、
絵
画
に
限
ら
ず

市
内
外
か
ら
作
品
を
公
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
1
週

間
程
度
の
期
間
、
市
役
所
の
庁
舎
、
相
撲
館
、
當
麻

寺
等
で
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
。

本
市
と
致
し
ま
し
て
も
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
を
何
と

し
て
も
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
抱
い

て
お
ら
れ
る
方
々
の
後
押
し
を
し
っ
か
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
様
々
な
芸
術
作
品
が
市
民
の
皆
様
の

目
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
3
市
に
よ
る
共
同
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
）

健
康
を
主
眼
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

中
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
ま
し
て
市
民
の
皆
様

と
一
緒
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
の
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」、
2
0
2
0
年
の
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」、

2
0
2
1
年
に
関
西
で
開
催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」
等
の
大
き
な
大
会
が
こ
れ

か
ら
先
、
目
白
押
し
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
葛
城
市
」

と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
お
隣
の

御
所
市
と
五
條
市
と
で
話
し
合
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

本
市
に
は
、「
新
庄
第
1
健
民
運
動
場
」
や
「
新

町
公
園
球
技
場
」
と
い
っ
た
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

2
面
ご
ざ
い
ま
す
。
御
所
市
に
も
大
き
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
2
面
あ
り
、
五
條
市
に
も
1
面
ご
ざ
い
ま
す
。

3
つ
の
市
は
数
十
分
で
そ
れ
ぞ
れ
の
市
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
で
き
、
3
つ
の
市
を
1
つ
の
地
域
と
し

て
捉
え
る
と
5
つ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
保
有
す
る
1

つ
の
大
き
な
地
域
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
そ
こ
を
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
い
っ
た

ラ
グ
ビ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
等
の
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
、
そ

の
合
宿
所
の
誘
致
を
3
市
合
同
で
図
れ
な
い
だ
ろ

う
か
と
い
う
提
案
を
、
私
の
方
か
ら
御
所
市
、
五
條

市
の
各
市
長
に
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と

こ
ろ
、
快
く
そ
の
案
に
ご
賛
同
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
続
い
て
そ
の
提
案
を
奈
良
県
知
事
に
申

し
入
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
奈
良
モ
デ
ル
の
1
つ
と
し

て
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
の
お
話
も
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
や

現
在
保
有
し
て
お
り
ま
す
天
然
芝
を
人
工
芝
に
す

る
べ
き
か
ど
う
か
、ま
た
、「
新
庄
第
1
健
民
運
動
場
」

の
周
辺
を
本
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
ゾ
ー
ン
に
制
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
将
来
的
に
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し
て
、
キ

ャ
ン
プ
地
等
の
誘
致
に
向
け
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

以
上
、
新
年
度
の
眼
目
と
も
い
う
べ
き
事
業
に

つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

か
ら
は
、
そ
れ
以
外
で
新
年
度
に
向
け
て
取
り
組
む

べ
き
重
要
政
策
と
致
し
ま
し
て
、「
新
山
下
か
ず
や

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

①
子
育
て

（
安
全
・
安
心
な
子
育
て
）

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
の
一
環
と
致
し
ま
し

て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
福
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施 政 方 針
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
入
院
と
歯
科
診

療
分
に
限
り
、
小
学
校
卒
業
時
ま
で
を
対
象
と
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
、
平
成
26
年
度

か
ら
は
す
べ
て
の
保
険
診
療
に
つ
い
て
、
中
学
校
卒

業
時
ま
で
に
拡
充
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
医
療
費
助
成

や
平
成
25
年
度
に
県
か
ら
市
町
村
へ
権
限
移
譲
さ

れ
ま
し
た
未
熟
児
医
療
費
助
成
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
妊

娠
期
間
中
の
健
診
費
用
の
公
費
助
成
を
行
い
、
母
子

の
健
康
管
理
に
努
め
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で

き
る
体
制
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
早
期

出
産
等
に
よ
り
未
熟
児
や
低
体
重
で
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
保
健
師
や

助
産
師
が
未
熟
児
訪
問
指
導
を
行
い
、
安
心
し
て
育

児
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
や
か
な
成
長
・
発
育
の
た
め
特
に

支
援
が
必
要
な
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
ま

し
て
は
、
発
達
相
談
員
に
よ
る
「
子
育
て
相
談
」
や

「
療
育
教
室
」
を
実
施
し
て
成
長
を
見
守
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
で
支
え
る
子
育
て
）

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、子
ど
も・

子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
教
育
・
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
と
子

育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
環
境
整
備
を

目
的
と
し
た
「
葛
城
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立
保
育
所
と
私

立
保
育
園
と
の
連
携
を
図
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
の
質
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
学
童
保
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
達
が
放
課
後
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
と
な
る
よ
う
、
指
導
員
が
研
修
で
得
た
知
識
を
十

分
に
活
か
し
て
児
童
の
健
全
育
成
に
努
め
、
よ
り
充

実
し
た
学
童
保
育
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
病
児
保
育
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
新
年

度
か
ら
大
和
高
田
市
と
利
用
協
定
を
締
結
し
、
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

共
働
き
家
庭
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
子
育
て
家

庭
を
支
援
す
る
意
味
か
ら
、
親
と
子
を
対
象
と
し
た

子
育
て
支
援
と
し
て
、
ま
ず
乳
児
期
に
お
け
る
子
育

て
の
孤
立
化
を
防
ぎ
、
健
全
な
養
育
環
境
を
確
保
す

る
た
め
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
と
称
す
る

訪
問
事
業
を
、
引
き
続
き
地
域
の
民
生
児
童
委
員
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
致
し
ま
す
。
ま
た
、
新

事
業
と
し
て
、
養
育
支
援
が
特
に
必
要
な
ご
家
庭
に

対
し
ま
し
て
、
そ
の
居
宅
を
訪
問
し
、
養
育
に
関
す

る
指
導
・
助
言
等
を
行
う
こ
と
で
、
当
該
家
庭
の
適

切
な
養
育
の
実
現
を
確
保
す
る
「
養
育
支
援
訪
問
事

業
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
一
環
と

し
て
、
就
園
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
び
、
子
育
て
の

悩
み
を
互
い
に
相
談
で
き
る
場
と
し
て
の
「
つ
ど
い

の
広
場
」
等
を
継
続
し
て
行
い
、
さ
ら
に
子
育
て
中

の
親
子
が
交
流
で
き
る
居
場
所
と
し
て
新
年
度
か

ら
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
「
お
で
か
け
広
場
」

を
開
設
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
子
育
て
に
つ
い
て
の
話
を

し
な
が
ら
ご
相
談
に
も
応
じ
る
と
い
っ
た
、
き
め
細

や
か
な
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
、
初
め
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

母
親
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
育
児
不
安
が
軽

減
さ
れ
る
よ
う
「
B
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ベ
ビ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
）」
実
施
の
た
め
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
新
年
度
か
ら
は

「
B
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
回
数
を
増
や
し
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体
制
を

つ
く
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
孤
立
・
虐
待
予
防
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
援
助
会
員
の
育
成
を
図
り
、
地
域
に

お
住
ま
い
の
子
育
て
の
先
輩
方
に
子
育
て
を
支
援

す
る
と
い
う
お
立
場
で
ご
活
躍
い
た
だ
き
、「
葛
城

市
」
の
子
ど
も
を
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
て
い
け
る
よ

う
啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
子
育
て
中
の
親
子
が
絆
を
感
じ
な
が

ら
地
域
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
、
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
（
子
育
て
サ

ロ
ン
）
助
成
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
協
議
会
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
）

児
童
手
当
支
給
対
象
世
帯
（
特
例
給
付
除
く
）

に
対
し
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
子
ど
も
達
の
安
全
の
確
保
）

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る
教
育
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
庄
北
小
学
校
附
属
幼
稚
園

の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
新
庄
北
小
学
校
の
教
室
不
足
に
伴
い
、

校
舎
の
増
築
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
、
学
校
生
活
と
地
震
等
災
害
時
の
安
全
を
図
る

た
め
に
、
新
庄
北
小
学
校
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
を
強
化

ガ
ラ
ス
（
学
校
用
）
に
入
れ
替
え
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
学
校
運
営
協
議
会
の
拡
大
）

平
成
25
・
26
年
度
に
文
部
科
学
省
の
研
究
委
託

を
受
け
、
新
庄
小
学
校
が
県
下
で
も
先
駆
的
に
取
り

組
ん
だ
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
で
す
が
、
新
年
度

は
そ
の
成
果
に
学
び
つ
つ
他
の
4
小
学
校
に
も
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
と
致
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
地
域
や
保
護
者
の

皆
様
の
多
様
な
教
育
力
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
と

学
校
と
の
結
び
つ
き
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
教
育
の
充
実
）

公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
実
施
し

て
お
り
ま
す
「
J
F
A
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
夢
の
教
室
』」
を
、
平
成
26
年
度
は
新
庄
北
小
学
校

及
び
磐
城
小
学
校
の
5
年
生
を
対
象
と
す
る
委
託

事
業
と
し
て
実
施
致
し
ま
し
た
。
1
学
級
90
分
の
授

業
は
素
晴
ら
し
く
、
児
童
が
「
夢
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
」
と
「
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を

十
分
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
年
度
は
新
庄
小
学
校
、
忍
海
小
学
校
、

當
麻
小
学
校
の
5
年
生
を
対
象
と
し
て
実
施
致
し

ま
す
。

ま
た
、
市
の
歴
史
や
文
化
遺
産
等
を
学
ぶ
授
業

に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
多
様
な
計
画
を
立
案

し
、
実
践
を
通
し
て
郷
土
を
愛
し
誇
り
を
持
つ
心
情

や
態
度
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
）

学
校
教
育
の
充
実
と
地
域
・
家
庭
の
教
育
力
向

上
を
図
る
た
め
、
市
内
各
小
・
中
学
校
に
学
校
支
援

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
等
を
行
い
、
環
境

整
備
支
援
活
動
等
を
中
心
に
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
「
学
校
・
地
域
連
携
事
業
」
の
実
績
を
活
か

し
な
が
ら
、
新
年
度
も
引
き
続
き
、
学
校
ご
と
に
設

置
致
し
ま
し
た
「
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
を

中
心
に
地
域
と
の
一
体
化
を
図
り
つ
つ
、
子
ど
も
達

が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
学
習
環
境
を
つ
く
る

と
と
も
に
地
域
の
教
育
力
向
上
を
目
指
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
協
働
し
て
子
育
て
や
教
育
に
臨
む
仕

組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
事
業
）

現
在
、「
葛
城
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議

会
」
の
運
営
と
と
も
に
、
ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
傾

向
に
あ
る
若
者
を
中
心
に
相
談
業
務
事
業
を
當
麻

文
化
会
館
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
に
お
い
て
実
施
し
、

今
年
で
6
年
目
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
相
談
業
務
は
週
4
日
（
月
・
木
・
金
・
土
曜
日
）

の
実
施
で
す
が
、
広
報
誌
等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様

に
広
く
P
R
を
行
い
、
徐
々
に
相
談
件
数
が
増
え

て
お
り
ま
す
。

相
談
業
務
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
専

門
の
臨
床
心
理
士
及
び
職
員
等
を
配
置
し
て
相
談

や
助
言
等
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
地
域
協
議
会
で
地

域
と
し
て
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
・
若
者
に
ど
の
よ

う
な
支
援
が
可
能
か
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
有
効
で

あ
る
か
を
、
関
係
機
関
等
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
・
協
議
を
重
ね
、
関
西
大
学
と
の
連
携
協
定
に

基
づ
く
人
的
支
援
や
知
的
資
源
の
提
供
も
引
き
続

き
受
け
な
が
ら
、
事
業
の
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
本
市
の
子
ど
も
達
や
若
者
が
健
や
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
地
域
協
議
会
の
運
営
と
と

も
に
教
育
相
談
室
と
も
一
層
連
携
を
深
め
、
社
会
生

活
を
円
滑
に
営
む
う
え
で
困
難
を
有
す
る
子
ど
も

達
や
若
者
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
読
書
推
進
と
地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り
）

市
民
の
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
資

料
や
情
報
の
提
供
に
努
め
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者

ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
暮
ら
し

に
役
立
つ
図
書
館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
達
が
豊
か
な
感
性
を
育
む
本
に

出
会
い
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
学
校
、
家

庭
及
び
地
域
と
連
携
・
協
力
し
て
読
書
活
動
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
福
祉

（
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
）

障
が
い
児
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
児
童
福
祉

法
」
の
改
正
に
伴
っ
て
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
早

期
発
見
・
早
期
療
育
や
身
近
な
地
域
で
の
支
援
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
も
、
平
成
26
年
に
初
め
て
、
児
童
通
所
事

業
で
あ
る
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
す

る
事
業
所
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
支
援

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
質
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

精
神
障
が
い
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
所
持
者
に
対
し
ま
し

て
、
新
年
度
か
ら
全
診
療
科
の
入
院
・
通
院
に
医
療

費
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

従
来
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2

級
、
知
的
障
が
い
者
の
療
育
手
帳
A
・
A1
・
A2
を
所

持
し
て
お
ら
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
費
の

助
成
制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
精
神

障
が
い
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
制
度
は
精
神
通

院
医
療
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
医
療
費
の
み
が
助

成
対
象
で
し
た
。
全
国
で
も
ま
だ
数
え
る
ほ
ど
の
都

道
府
県
で
の
み
実
施
さ
れ
て
い
る
制
度
を
、
奈
良
県

が
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
本
市
も
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、
3
つ
の
手
帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
同
様
に

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
、
大
変
大
き
な
意
義
が
あ
る

こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
度
々
の
法
改
正
等
で
障

が
い
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
続
け
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
者
の
日
常
生
活
及
び

社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、
関
係
機

関
、
相
談
支
援
事
業
所
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
等

と
連
携
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
支
援
）

生
活
保
護
受
給
者
は
、
今
な
お
全
国
的
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
と
し
て
も
生
活

保
護
に
至
る
前
の
自
立
支
援
策
の
強
化
と
し
て
、
第

2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
」
が
新
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
自
立
相
談
支
援
事
業
」

及
び
「
住
居
確
保
給
付
事
業
」
の
運
用
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
就
労
支
援
員
制
度
を
活
用
し
、

就
労
に
よ
る
自
立
に
向
け
て
受
給
者
の
方
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
生
活
困
窮
者
に
対
し
ま
し
て
、
総
合
的

な
相
談
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
立
支
援
の

推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
関
係
部
署
や
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
も
連
携
を
密
に
し
て
適
切
な
相
談
や
助
言

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
臨
時
福
祉
給
付
金
）

低
所
得
者
の
方
に
対
し
、
消
費
税
率
引
上
げ
に

よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
の
充
実
）

団
塊
の
世
代
が
65
歳
以
上
と
な
り
始
め
た
こ
と

も
あ
り
、
本
市
の
65
歳
以
上
人
口
が
占
め
る
高
齢
化

率
は
25
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
り
、
ま
た
、
75
歳
以
上

が
占
め
る
比
率
も
10
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
と
年
々
数
値

は
高
く
な
る
中
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
地
域
に
暮
ら
す

高
齢
者
を
い
か
に
支
え
る
か
と
い
う
課
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
致
し
ま

す
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
質
の
高
い
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
生
活
支
援
や
社
会
参
加
の
促
進
・

生
き
が
い
づ
く
り
等
健
康
長
寿
が
実
現
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
が
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
な
い
よ

う
、
日
常
生
活
の
支
援
や
見
守
り
等
地
域
で
支
え
る

体
制
づ
く
り
を
引
き
続
き
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
日
常
生
活
支

援
・
自
立
支
援
、
元
気
な
方
に
対
す
る
仲
間
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加
の
促
進
等
、
介
護

予
防
事
業
へ
の
参
加
・
促
進
に
向
け
て
啓
発
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
ケ
ア
体
制
の
確
立

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
（
い
き
い

き
サ
ロ
ン
）
へ
の
支
援
、
並
び
に
、
支
援
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
家
族
と
も
ど
も
安
心
し
て
在
宅

生
活
が
で
き
る
よ
う
地
域
で
支
え
て
い
く
体
制
づ

く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
育
成
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の

整
備
等
認
知
症
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
理
解
の

促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
を
信
頼
で
き
る
制
度
と
し
て
い

く
た
め
、
適
切
な
介
護
予
防
・
介
護
給
付
を
行
う
と

と
も
に
、
公
平
・
公
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
第
2

期
葛
城
市
健
康
増
進
計
画
「
き
ら
り
葛
城
21
」
を
も

と
に
、「
生
活
習
慣
の
改
善
」「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」

に
取
り
組
み
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康
で
明



　H27.5 12　H27.513

施 政 方 針
る
く
、
生
き
生
き
と
輝
く
活
気
の
あ
る
住
み
よ
い
葛

城
市
を
目
指
し
、
各
種
団
体
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
・
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を

実
施
し
、
市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
健

康
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
様
々
な
機
会
を
利
用
し
て
周
知
を
図
り
、
受
診

し
や
す
い
よ
う
健
診
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
健
診
結

果
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
等
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
努
め
な
が
ら
健
康
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
）

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
体
育
祭
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
を
引
き
続
き
開
催
致
し
ま
す
。
ま
た
、
体
育
協
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
創
意
工
夫
を
盛
り
込
ん
だ
競
技
種

目
及
び
内
容
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

加
え
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
が
、
競
技
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
健
康

で
長
生
き
す
る
た
め
に
健
康
増
進
及
び
体
力
維
持

を
図
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、
新
年
度
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
）

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央

公
民
館
、
新
庄
・
當
麻
両
文
化
会
館
連
携
の
も
と
、

市
民
の
皆
様
が
多
様
な
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と

を
通
し
て
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
の
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
各
種
教

室
、
講
座
等
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

に
地
域
の
公
民
館
活
動
等
に
も
積
極
的
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
生
涯
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

（
心
豊
か
な
人
づ
く
り
）

ま
ず
人
権
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
人
権
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知
識
が
習
得
で

き
る
よ
う
、
市
民
集
会
を
は
じ
め
多
様
な
研
修
会
の

提
供
や
効
果
的
な
手
法
に
よ
る
啓
発
活
動
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
人
権
尊
重
の
精
神
が
基
盤
と
な
っ

た
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が
ら
連
携

し
推
進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て

共
に
責
任
を
担
う
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
の
パ
ネ
ル
展
示

や
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研
修
会
を
行
い
、

女
性
も
男
性
も
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
に
向
け
た
意
識
改
革
や
雰
囲
気
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
安
全
・
安
心

（
市
民
の
安
全
の
確
保
）

全
国
的
に
市
民
、
と
り
わ
け
子
ど
も
、
女
性
、

高
齢
者
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
犯
罪
に
対
す
る
市
民
の
不
安
を
解
消

し
て
い
く
こ
と
は
行
政
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
に
対
す
る
意
識
を

持
つ
と
と
も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
避
難
場
所
、
駆
け
込
み
先

と
し
て
「
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
の
設
置
を
引

き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
で
自

主
防
犯
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
自
主
防
犯
組
織

を
支
援
し
な
が
ら
、
犯
罪
の
抑
止
を
図
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
、
街
路
を
照
ら
す
街
灯
の
設
置
補
助
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
市
内
巡
回
も
引

き
続
き
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を

暴
力
団
か
ら
守
る
た
め
、「
葛
城
市
暴
力
団
排
除
条

例
」
の
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
交

通
安
全
母
の
会
」
や
「
交
通
対
策
協
議
会
」
等
の
皆

様
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
交

通
指
導
員
」
に
よ
る
指
導
・
啓
発
等
を
通
じ
て
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
、
危
険
な
箇
所
に
つ
き
ま
し
て

は
啓
発
看
板
を
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
お
り
ま
す
「
幼
児
2
人
同
乗
用
自
転
車
」
の
新
規

購
入
に
つ
き
ま
し
て
も
、
安
全
基
準
に
適
合
す
る
自

転
車
に
限
り
購
入
費
用
の
補
助
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
災
害
や
火
災
等
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

東
日
本
大
震
災
や
台
風
等
に
よ
る
災
害
の
教
訓

を
活
か
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高

め
、
か
つ
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
地
域
住
民

と
行
政
が
連
帯
し
て
各
大
字
の
危
険
箇
所
や
避
難

経
路
、
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
記
載
し
た
「
地
域
防

災
マ
ッ
プ
」
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生

時
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
自
主
防
災
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
防
災
活
動
の
援
助
、
地
域
防
災
訓
練
に

つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
等
に
つ
き

ま
し
て
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
絆
を
深
め
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
に
発
生
が
想
定
さ
れ
る
南
海

ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
災
害
応
援
協
定
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、「
葛
城
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を

見
直
し
て
今
後
10
年
の
目
標
値
を
設
定
し
、
既
存
木

造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
す
「
耐
震
診
断
支
援
事
業
」

や
「
耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業
」
を
継
続
し
て
実
施

し
、
地
震
の
発
生
に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

と
と
も
に
、
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
の
た
め
、
市

民
か
ら
な
る
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り
、
災

害
発
生
時
に
は
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、
消
防
署
、

災
害
対
策
本
部
が
一
体
と
な
っ
て
被
害
の
軽
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
火
災
発
生
時
に
迅
速

な
消
火
・
救
助
活
動
が
で
き
る
よ
う
消
防
団
第
5
・

6
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
2
台
を
更
新
し
、
装

備
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
力

の
向
上
の
た
め
、
防
火
水
槽
の
新
設
及
び
改
修
工

事
、
消
火
栓
の
設
置
な
ど
大
字
と
協
議
し
な
が
ら
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
民
生
活
の
安
心
感
の
向
上
）

架
空
請
求
、
悪
徳
商
法
、
ネ
ッ
ト
利
用
に
伴
う

ト
ラ
ブ
ル
等
の
消
費
者
問
題
が
年
々
増
加
・
複
雑
化

し
、
そ
の
手
口
も
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
消
費
者
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

「
消
費
者
相
談
窓
口
」
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き

御
所
市
と
の
間
で
広
域
連
携
を
実
施
し
、
本
市
は
毎

週
月
曜
日
、
御
所
市
は
毎
週
木
曜
日
に
相
談
の
機
会

を
設
け
、
い
ず
れ
の
市
に
お
き
ま
し
て
も
ご
相
談
い

た
だ
け
る
体
制
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
消
費
ト
ラ
ブ

ル
の
未
然
防
止
に
向
け
た
消
費
者
教
育
や
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

よ
う
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
失
業
者
へ
の
就
職
支
援
と
し
て
、
就
業

に
関
す
る
無
料
相
談
も
実
施
致
し
ま
す
。

（
事
故
や
病
気
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

水
痘
と
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

定
期
の
予
防
接
種
と
な
り
、
感
染
症
の
発
症
予
防
対

策
と
し
て
「
予
防
接
種
法
」
に
基
づ
く
定
期
の
予
防

接
種
の
重
要
性
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に

そ
の
接
種
勧
奨
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
が

ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る
た
め
、
特

定
年
齢
に
達
し
た
方
に
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
付
し
て
受
診

勧
奨
を
行
い
、
受
診
率
の
一
層
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

妊
産
婦
の
救
急
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
休
日
・

夜
間
の
「
産
婦
人
科
一
次
救
急
医
療
体
制
」
に
参
加

し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
休
日
・
夜
間
及
び
年
末
年
始
の
救
急
対

応
と
致
し
ま
し
て
は
、「
葛
城
地
区
休
日
診
療
所
」

と
と
も
に
小
児
の
深
夜
診
療
の
た
め
「
橿
原
市
休
日

夜
間
応
急
診
療
所
」
に
よ
る
応
急
診
療
へ
の
負
担
も

引
き
続
き
行
い
、
救
急
時
医
療
体
制
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（「
食
育
」・「
食
」
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
と
推
進
）

「
食
」
は
生
き
る
う
え
で
の
基
本
で
あ
り
、
知
育・

徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
様
々
な

経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を

選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
も
「
葛
城
市
食
育
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

乳
幼
児
期
か
ら
少
年
期
、
成
人
期
、
高
齢
者
に
至
る

ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
正
し
い
食
生

活
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
「
食
材
」
を
選
択
す
る

力
や
健
全
な
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
基
礎
を
培
い
、

食
習
慣
の
改
善
と
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
健
全

な
「
食
育
」
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
乳
幼
児
期
の
食
習

慣
こ
そ
「
食
」
を
営
む
力
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
発
育
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
豊
か
な
「
食
」
の
体
験
の
積
み
重
ね
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ
と
り

の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
離
乳
食
、
症
状
に
合
わ
せ

た
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
を
提
供
し
、
保
護
者
と
も
共

通
理
解
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
給
食

は
、
和
食
を
で
き
る
だ
け
取
り
入
れ
た
献
立
を
中
心

に
提
供
し
な
が
ら
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
事
の
マ

ナ
ー
、
食
べ
物
の
大
切
さ
や
感
謝
の
気
持
ち
の
育
成

等
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
「
食
育
」
の
推
進
を
菜
園
、

ク
ッ
キ
ン
グ
活
動
等
の
体
験
を
通
じ
て
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
に
つ

き
ま
し
て
も
、
給
食
の
材
料
購
入
助
成
を
引
き
続
き

行
い
な
が
ら
、
保
育
所
と
同
様
に
「
食
育
」
の
推
進

を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
も
調
理
や
献
立
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
豊
か
で

魅
力
の
あ
る
給
食
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
9
月
か
ら
の
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
稼
動
に
向
け
、
調
理
・
配
送
等
業
務
委
託
に

切
り
替
え
る
と
と
も
に
、「
食
」
の
安
全
、
安
心
は

も
と
よ
り
今
以
上
に
お
い
し
く
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
子
ど
も
達
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
ア
レ
ル
ギ
ー
に

も
対
応
し
た
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
）

国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
皆
保

険
の
中
核
と
し
て
地
域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健

康
の
保
持
増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
保
険
税
負
担
能
力
の

低
下
、
医
療
費
の
増
加
等
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
国
に
お
き
ま
し
て
は

持
続
可
能
な
制
度
を
構
築
し
、
将
来
に
わ
た
り
国
民

皆
保
険
を
堅
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
費
負

担
を
拡
充
し
て
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
と
い
う
方
針

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、

広
域
化
等
支
援
方
針
に
基
づ
き
安
定
的
か
つ
効
率
的

な
事
業
運
営
の
確
保
等
を
図
る
た
め
、
収
支
両
面
で

の
都
道
府
県
単
位
化
を
目
指
し
、
引
き
続
き
市
町
村

と
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

保
険
者
に
義
務
化
さ
れ
た
「
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
」
は
8
年
目
を
迎
え
、
平
成
25
年
度

に
新
た
に
策
定
し
た
第
2
期
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
し
て
未
然
に
重
症
化
を

防
ぎ
改
善
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
健
診
事
業
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
受
診
勧
奨
や
節
目
年
齢
対
象

者
へ
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
交
付
に
よ
る
一
部
負
担

金
の
助
成
等
の
保
健
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
受

診
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
「
健
康
」
と
い
う
か
け
が
え
の

な
い
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
を

図
り
、
国
民
健
康
保
険
の
安
定
し
た
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
制
度
の
開
始
か
ら

8
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
被
保
険
者
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
保
険
料
の
軽
減
措
置
や
納
付

方
法
の
見
直
し
等
、
制
度
の
定
着
を
目
的
と
し
た

様
々
な
改
善
策
が
実
施
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
制
度
の
被
保
険
者
で
あ

る
高
齢
者
の
方
々
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
た
め
、
現
行
制
度
の
安
定
的
な
運
営
が
図
ら

れ
る
よ
う
広
域
連
合
と
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者
の

立
場
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④
環
境

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

本
市
の
生
活
環
境
を
保
全
し
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
違
反
簡
易
広
告
物
追
放
団

体
等
に
よ
る
貼
り
紙
等
の
違
反
広
告
物
の
除
去
活

動
や
市
内
一
斉
清
掃
等
の
推
進
、
各
地
域
環
境
委
員

会
の
ご
協
力
に
よ
り
不
法
投
棄
の
監
視
体
制
の
強

化
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
は
前
回
の
「
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
」（
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
）

を
見
直
し
、
新
た
な
計
画
を
策
定
致
し
ま
す
。
本
市

の
将
来
10
年
間
に
わ
た
る
ご
み
の
減
量
化
・
ご
み
の

分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
及
び
ご
み
の
収
集
体
制

等
、
ま
た
、
生
活
排
水
に
係
る
新
た
な
計
画
を
策
定

し
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
の
向
上
と
と
も
に
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
の
施
策
と
致
し
ま
し
て
は
、
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
「
お
ひ

さ
ま
堆
肥
事
業
」
を
N
P
O
法
人
と
協
働
し
て
さ

ら
な
る
拡
充
を
目
指
す
と
と
も
に
、「
生
ご
み
処
理

機
購
入
助
成
制
度
」
及
び
「
再
生
資
源
集
団
回
収
助

成
制
度
」
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
引
き
続
き
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
と
致
し
ま
し

て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
並
び
に
家
庭
用

燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
設

置
に
対
す
る
補
助
金
交
付
を
継
続
致
し
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
導
入
の
可
能
性
に
関
し
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

役
所
の
事
務
・
事
業
等
か
ら
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
き
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ま
し
て
は
、
平
成
26
年
11
月
に
「
自
然
公
園
法
」
に

基
づ
く
、
建
築
の
許
可
を
い
た
だ
き
、
現
在
、
建
屋

の
地
下
部
分
の
掘
削
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

は
、
地
下
部
分
か
ら
順
次
、
焼
却
炉
本
体
等
の
建
設

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利
用

に
つ
き
ま
し
て
も
地
元
と
の
協
議
を
進
め
、
今
ま
で

焼
却
し
て
い
た
剪せ

ん
て
い定

枝
や
野
菜
残ざ

ん
さ渣

等
の
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
を
有
効
活
用
で
き
る
、
循
環
型
社
会
形
成

に
見
合
っ
た
施
設
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
新

し
い
分
別
収
集
や
そ
の
収
集
体
制
に
つ
き
ま
し
て

も
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年

度
も
引
き
続
き
一
部
地
区
の
管
渠
布
設
工
事
を
実

施
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
水
洗
便
所
改
造
助
成
条
例

適
用
範
囲
等
の
拡
大
に
よ
り
一
層
の
水
洗
化
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
環
境
の
保
全
）

森
林
資
源
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
奈
良
の

元
気
な
森
林
づ
く
り
推
進
事
業
」
と
し
て
「
施
業

放
置
林
整
備
」
や
「
獣
害
に
強
い
里
山
づ
く
り
事

業
」、「
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
」
等
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、「
植
栽
に
よ
る
景
観
向
上
推
進
事

業
」
を
実
施
し
、
森
林
及
び
里
山
の
機
能
回
復
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
山
麓
地
域
に

被
害
が
増
大
し
て
お
り
ま
す
イ
ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣

害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
鳥
獣
害
防
止
対
策
協

議
会
」
に
お
き
ま
し
て
被
害
地
域
の
方
々
や
関
係
団

体
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
被
害
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度

も
原
水
確
保
に
関
係
地
域
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
営
水
道
よ
り
90
万
ト
ン
の
受

水
を
行
い
、
さ
ら
な
る
安
定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
水
質
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
平
岡
受
配
水
池
の
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事
並

び
に
各
浄
水
施
設
の
設
備
改
良
や
配
水
管
の
布
設

替
工
事
等
を
引
き
続
き
行
い
、
今
後
も
効
率
的
で
安

定
し
た
水
道
事
業
の
運
営
並
び
に
水
道
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
吸
収
源
対
策
公
園
緑
地
事
業
）

本
事
業
は
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
」

と
し
て
実
施
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
を
一
層
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
源
対

策
に
資
す
る
公
園
緑
地
の
整
備
ま
た
は
公
園
施
設

の
緑
化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
民
の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
な
る
公
園
緑
地
づ
く

り
を
進
め
、
緑
を
身
近
に
実
感
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑤
基
盤
整
備

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

新
市
建
設
計
画
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
「
尺

土
駅
前
周
辺
整
備
事
業
」「
国
鉄・坊
城
線
整
備
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
関
係
者
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
工
業
地
域
の
活
性
化
及
び
安
全
性
の
向

上
の
た
め
、
葛
城
川
東
側
線
の
整
備
事
業
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、「
地
域
活
性
化
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
道
の
駅
施
設
整
備
の
完
了
を
図
る
べ
く
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
情
報
化
施
策
の
推
進
）

新
年
度
は
、「
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
」
の
開

始
に
伴
う
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
改
を
逐
次
実
施
し

て
い
く
う
え
で
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
取
り
組
ん
だ

基
幹
シ
ス
テ
ム
、
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
等
の
共
同

化
事
業
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な

I
T
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し
、
か
つ
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
に
は
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
共

同
化
も
控
え
て
お
り
、
内
部
情
報
系
シ
ス
テ
ム
に
つ

き
ま
し
て
も
共
同
化
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
）

市
税
の
公
平
・
公
正
を
期
し
、
自
主
財
源
の
歳

入
を
確
保
す
る
た
め
、
24
時
間
い
つ
で
も
納
付
で
き

る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
活
用
し
、
納
期
内
納
付
の
啓
発

を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
滞
納
処
分
等
に
よ
り

市
税
収
納
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
納
期

内
納
付
が
困
難
な
方
に
は
、
そ
の
生
活
実
態
の
把
握

に
努
め
な
が
ら
適
切
な
収
納
対
応
を
心
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。

（
人
材
育
成
）

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の

自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
地
方
分
権
の
進
展
、
高

度
情
報
化
、
少
子
高
齢
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

等
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
職
場
に
お
い
て
は
経
営

感
覚
を
持
っ
て
効
率
化
を
進
め
な
が
ら
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
職
員
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ
う
職
員
の
能
力

開
発
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
専
門

的
な
知
識
や
技
能
の
一
層
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
環
境
の
変
化
等
に
的
確
に
対
応
で
き
る
柔

軟
な
発
想
を
身
に
つ
け
た
、
創
造
力
豊
か
な
職
員
を

組
織
的
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
職
員
研

修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

職
員
個
別
の
課
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
奈
良
県

市
町
村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー

等
に
よ
る
研
修
を
、
職
員
全
体
の
課
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
テ
ー
マ
に
よ
る
研

修
を
行
い
、
職
員
の
能
力
や
努
力
、
熱
意
、
さ
ら
に

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
役
所

の
業
務
は
市
民
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と

い
う
意
識
改
革
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、
引
き
続

き
企
業
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
地
方
公
務

員
法
」
の
改
正
に
よ
り
人
事
評
価
の
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
、
全
職
員
に
対
し
て
実
施
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
人
事
評
価
を
よ
り
公
正
に

行
え
る
よ
う
引
き
続
き
評
価
者
に
対
す
る
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
評
価
制
度
や
評
価
の
内
容
等
に
つ
き

ま
し
て
「
人
事
評
価
制
度
検
討
委
員
会
」
の
中
で
検

討
し
、
制
度
の
改
善
を
図
り
、
職
員
が
納
得
で
き
る

公
平
な
評
価
制
度
の
実
現
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑥
産
業
・
観
光

（
地
域
産
業
の
振
興
）

ま
ず
、
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
自
ら

が
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
現
在
建
設
中
の

工
場
が
新
年
度
中
に
稼
動
開
始
さ
れ
る
と
聞
き
及
ん

で
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
新
た
な
企
業
の
誘
致
を

図
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

工
業
系
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
薑
・
新

村
・
新
町
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
も
県
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
優
良
企
業
等
の
誘
致
の
受
け
入
れ

を
、
ま
た
、
他
の
地
区
に
つ
き
ま
し
て
も
地
域
新
興

産
業
の
受
け
入
れ
を
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

倍
政
権
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
と
持
続
的
な
経
済
成

長
の
た
め
の
経
済
財
政
対
策
が
推
進
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
中
小
企
業
や
地
域
経
済
に
は
未
だ
十
分

に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
市
内
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
新
年
度

も
「
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
」「
中
小
企
業
者
経

営
改
善
資
金
利
子
補
給
」「
小
規
模
事
業
者
特
別
小

口
融
資
保
証
料
助
成
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
中
小

企
業
者
の
経
営
安
定
・
合
理
化
に
向
け
た
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
保
証
協
会
や
金
融
機
関
よ
り
情
報
収

集
を
行
い
、
さ
ら
な
る
利
用
者
の
拡
大
が
図
れ
る
よ

う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
「
商
工
会
運
営

補
助
」
等
の
支
援
を
行
い
、
商
工
会
と
の
連
携
も
密

に
し
な
が
ら
、
商
工
業
者
が
求
め
て
お
ら
れ
る
支
援

制
度
や
行
政
の
新
し
い
役
割
の
発
掘
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
本
市
に
お
け
る
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

担
い
手
不
足
、
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
、
平
成
25
年
12
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

ま
た
平
成
26
年
6
月
20
日
に
「
農
業
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
多
面

的
機
能
支
払
い
と
し
て
農
地
資
源
向
上
活
動
を
実

施
し
、農
業
、農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持・

発
揮
を
図
る
た
め
地
域
内
の
農
業
者
等
が
共
同
で

取
り
組
む
地
域
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
葛
城
山
麓
地
域
7
ヶ
大
字
に
よ
り
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
「
葛
城
山
麓
地
域
協
議
会
」
に
お

き
ま
し
て
、「
農
村
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
山
麓
地
域
の
農

村
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
や
地

域
農
業
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
地

域
営
農
の
活
性
化
と
地
域
間
相
互
の
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
生
活
設
計
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
行
政
と

致
し
ま
し
て
も
、
相
互
協
力
し
な
が
ら
本
市
の
新
し

い
農
業
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
ゆ
め
フ
ェ
ス
タ
in
葛
城
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
民
の
皆
様
に
交
流
の
場
を
提
供
し
、
市
内

商
工
業
、
観
光
、
農
林
業
を
は
じ
め
す
べ
て
の
産
業

の
活
性
化
を
図
り
、
そ
こ
に
健
康
づ
く
り
も
一
体
化

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
と
商
業
を
結
び
つ
け
る
た
め
の
「
地

域
活
性
化
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
関

係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
積

極
的
に
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
「
農
地

有
効
活
用
促
進
事
業
」
等
を
実
施
し
、
生
産
基
盤
と

農
村
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流
の
促
進
）

市
内
の
歴
史
文
化
遺
産
を
守
り
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
文
化
財
保
存
事
業
や
遺
跡
発
掘
調
査
等
を
国

や
県
と
と
も
に
行
い
、
大
切
な
文
化
財
の
保
全
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
の
主
な
も
の
と
致
し
ま
し
て
は
、
市
内
各

所
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
の
指
定
文
化
財
保
存
修

理
等
に
対
す
る
事
業
助
成
や
史
跡
地
の
緑
化
環
境

保
全
、
市
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
春
季
企
画
展
を
「
古

代
忍
海
の
渡
来
人
を
探
る
」
と
題
し
、
今
か
ら
31
年

前
に
行
わ
れ
た
寺
口
忍
海
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の

成
果
を
中
心
に
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら

古
代
忍
海
の
渡
来
人
の
実
体
に
つ
い
て
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
企
画
展
で
は
、
こ
の
古
墳

群
か
ら
の
出
土
品
を
中
心
に
展
示
し
、
当
時
の
葛
城

の
中
で
活
躍
し
て
い
た
渡
来
人
た
ち
の
姿
を
ご
紹

介
致
し
ま
す
。

ま
た
、
秋
季
に
は
「
桑
山
一
族
紀
州
和
歌
山
城

か
ら
大
和
新
城
へ
」
と
題
し
、
今
か
ら
約
4
0
0

年
前
に
桑
山
氏
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
和
歌
山
城

と
新
庄
陣
屋
の
2
つ
の
優
れ
た
城
郭
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
特
別
展
を
行
い
、
和
歌
山
城
と
新
庄
陣
屋

に
関
係
す
る
歴
史
資
料
を
一
堂
に
集
め
、
展
示
品
を

通
し
て
双
方
の
城
郭
の
実
態
を
ご
紹
介
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

大
使
、
観
光
協
会
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
数
多
く
の
観
光
資
源

を
活
用
し
、
観
光
客
の
集
客
に
つ
な
が
る
施
策
を
実

施
致
し
ま
す
。
大
阪
市
内
か
ら
約
30
分
、
関
西
空

港
か
ら
約
50
分
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
、
世
界

に
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
や
歴
史
遺
産
等
「
葛
城
市
」

の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
国
内
は
も
と
よ
り

海
外
の
観
光
客
が
訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
観
光
行
政
は
市
単
独
で
事
業
を
行

う
よ
り
、
近
隣
地
域
と
連
携
し
、
広
域
的
に
取
り
組

む
と
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
大
阪

府
、
奈
良
県
を
含
む
竹
内
街
道
・
横
大
路
沿
線
自

治
体
で
構
成
す
る
「
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）

1
4
0
0
年
活
性
化
実
行
委
員
会
」、
ま
た
和
歌
山

県
を
含
む
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル
活
性
化
実
行

委
員
会
」
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
P
R
活
動
を

行
い
ま
す
と
と
も
に
周
辺
の
活
性
化
、
歴
史
空
間
の

保
全
・
創
造
を
目
標
に
、「
葛
城
市
」
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
と

し
て
、
訪
日
外
国
人
向
け
の
無
料
W
i
F
i
サ
ー

ビ
ス
の
設
置
や
海
外
市
場
へ
の
積
極
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
い
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

相
撲
館
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
「
け
は
や

相
撲
甚
句
会
」と
の
連
携
を
図
り
、「
相
撲
発
祥
の
地・

葛
城
市
」
を
全
国
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
合
宿

部
屋
の
誘
致
や
相
撲
を
題
材
と
し
た
物
語
の
舞
台

化
、
企
画
展
を
行
い
、
来
館
者
の
増
加
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
新
年
度
の
市
政
運
営
と
重
要
施
策
に
つ

き
ま
し
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。

冒
頭
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
新
年
度

は
新
市
建
設
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
事
業
が
い
よ
い
よ
実
を
結
ん
で
い
く
年
度
で
あ

り
、
ま
た
、
新
た
な
「
葛
城
市
」
に
向
け
て
ス
タ
ー

ト
す
る
重
要
な
年
度
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
市
民
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
、
誇

り
に
思
え
る
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
葛
城
市
、
住
ん
で

み
た
い
葛
城
市
」
を
目
指
し
、「
葛
城
市
」
が
日
本

一
の
ま
ち
に
な
る
よ
う
力
の
限
り
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
市
民
の
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
回
提
案
し
て
お
り
ま
す
諸
議
案

に
つ
き
ま
し
て
、
宜
し
く
ご
審
議
の
う
え
適
切
な
ご

決
定
を
賜
り
ま
す
よ
う
こ
こ
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
27
年
3
月
9
日
　
　

葛
城
市
議
会
本
会
議
に
て
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まちのニュース
葛城市内のイベントをレポートします

最後はやっぱり土俵の上で
相撲館で立田川親方が引退写真撮影
　1 月に引退した元小結豊真将の立田川親方が、相撲
館で引退相撲用ポスターの撮影を行いました。現役
時は常に真っ向勝負で、取組後は深々と礼をする清々
しい姿勢がファンを魅了していた立田川親方。親方
は「引退相撲は最後の花道なので土俵の上で撮影を
したかった。相撲館は平成 21 年３月場所の敢闘賞の
賞状とトロフィーを展示している縁もあり、撮影場
所に選ばせていただいた」と話していました。

こ
の
た
び
3
月
31
日
付
け
を
も
ち
ま

し
て
、
葛
城
市
副
市
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

昭
和
44
年
に
旧
當
麻
町
に
奉
職
以

来
、
副
市
長
在
職
6
年
4
か
月
の
永
き

に
わ
た
り
、
大
過
な
く
大
任
を
全
う
で

き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の

格
別
の
ご
厚
情
と
ご
支
援
の
賜
物
と
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
一
市
民
と
し
て
、
葛
城
市
の

益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

前 

葛
城
市
副
市
長
　
杉
岡
富
美
雄

退
任
の
ご
挨
拶

農業功績による緑白綬有功章を受章
田仲清髙さん
　長年にわたり農業（菊）に携わってこられた田仲
清髙さんが、大日本農会総裁（秋篠宮親王）、大日
本農会会長より、菊栽培の新技術導入による功績を
認められ、緑白綬有功章を授与されました。
　田仲さんは、JA 奈良県葛城花

か き
卉出荷組合長として、

二輪菊のブランド化のため、市場、生花店組合、華
道家への働きかけを先導、県指導農業士会会長とし
て、キク産地の振興と担い手確保に貢献されました。

福森広周さん・中尾真実さんが
第28回都道府県対抗ジュニア
バスケットボール大会2015に
奈良県代表として出場！

福森広周さんと中尾真実さん（新庄中 3 年）が、3
月 28 日〜 30 日に開催された『東日本大震災復興支
援　第 28 回都道府県対抗ジュニアバスケットボール
大会 2015』に奈良県代表として出場。県内の選手の
中から 2 回の選考を経て、12 名の代表に見事選ばれ
ました。

小学生の頃からスポーツ少年団でバスケットボー
ルを始めたという福森さんと中尾さん。全国の舞台
は今回が初めて。「惜しくも予選リーグ突破はなりま
せんでしたが、プレー面でも生活面でも、同じチー
ムの選手たちから多くのことを学べました」と福森
さん。中尾さんは「今年は 3 年生として、チームの
皆の見本になれる先輩として頑張りたいです」と話
します。

春の訪れを告げる
菜の花が満開！

菜の花まつりアースデイ
in かつらぎ

　
4
月
11
日
、
中
央
公
民
館
と
市

内
の
菜
の
花
畑
で
、
菜
の
花
の
満

開
の
も
と
第
5
回
菜
の
花
ま
つ
り

ア
ー
ス
デ
イ
in
か
つ
ら
ぎ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
菜
の
花
の

押
し
花
で
作
る
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ

ト
や
、
竹
ト
ン
ボ
、
竹
笛
、
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、
廃
食
油
で
作
る
キ

ャ
ン
ド
ル
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
親
子
連
れ
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
も
ち
ゃ
病
院
も
盛
況

で
、
た
く
さ
ん
の
壊
れ
た
お
も
ち

ゃ
が
持
ち
込
ま
れ
、
お
も
ち
ゃ
ド

ク
タ
ー
さ
ん
に
よ
り
次
々
と
修
理

さ
れ
、
持
ち
主
に
帰
っ
て
い
き
ま

し
た
。
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市政ニュース

私たちは、この街の民生委員・児童委員です
民生委員は、地域の皆さんが困ったときの相談・支援者です

▶社会福祉課

私
た
ち
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
介
護
を
必
要
と
す
る

方
、
核
家
族
化
が
進
み
子
育
て
の

悩
み
や
児
童
虐
待
な
ど
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
家
庭
、
ま
た
、
心
身

に
障
害
が
あ
り
自
分
の
力
だ
け
で

は
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し

い
方
々
の
生
活
上
の
悩
み
の
相
談

に
応
じ
、
ま
た
行
政
機
関
・
社
会

福
祉
団
体
と
の
橋
渡
し
や
調
整
を

し
た
り
、
地
域
と
と
も
に
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
支
援
を
行
う
地
域
福
祉

の
推
進
者
で
す
。
そ
の
た
め
に
も

常
日
頃
か
ら
研
修
を
重
ね
福
祉
制

度
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
制
度
を
利
用
し
た
い
け

れ
ど
も
誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
、
お
気
軽
に
皆
さ

ん
の
地
域
の
担
当
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な

お
、
お
住
ま
い
の
地
域
担
当
委
員

や
連
絡
先
は
社
会
福
祉
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
相
談
内
容
や
調
査
の

上
で
知
り
得
た
内
容
は
、
守
秘
義

務
が
あ
り
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
に
も
、
す
こ
や
か
訪
問

（
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
）
や
心
配
ご
と

相
談
業
務
、
敬
老
年
金
・
ま
ご
こ

ろ
弁
当
を
お
配
り
し
常
に
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割
を

ご
存
じ
で
す
か
？

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
問
題

を
担
当
し
子
ど
も
の
生
活
全
般
に

わ
た
り
支
援
を
行
う
も
の
で
、
地

域
の
民
生
児
童
委
員
と
連
携
し
な

が
ら
、
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
、

児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
る
と
悪
い
方
向

へ
考
え
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
思
い
切
っ
て
相
談
す
れ
ば
、

自
分
で
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
解

決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

5
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

葛
城
市
で
は
、
55
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
4
名
の
主
任
児

童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委

嘱
さ
れ
、活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
5
月
12
日
〜
18
日
は
活
動

強
化
週
間
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
知
っ
て

も
ら
い
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る

よ
う
願
っ
て
、
啓
発
運
動
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

氏　名 担当地域
板橋　重子 新庄（住吉・本町・東町）
福本　典子 新庄（桑之町・戎町）
吉藤ひろみ 新庄（宮前・屋敷町）・大屋
藤井本和世 葛木・南藤井
山本　孝子 寺口
足髙　温美 中戸
西川喜洋子 辨之庄
清村　葊美 疋田（本郷）北
土庫　裕子 疋田（本郷）南
髙橋　周代 疋田（東和苑）北
清村　二朗 疋田（東和苑）南
野平三津子 疋田（フルール）
吉村　幸余 北道穗・南道穗（北）
柗本美知子 南道穗
岡本希久子 西室・東室
生野　文野 柿本
川村貴久子 笛堂
布施　房代 北花内（本郷 1 地区）
加納佐和子 北花内（本郷 2 地区）
城 　京子 北花内（三才地区）

氏　名 担当地域
堀内　普子 北花内（近鉄地区）
吉川　正利 北花内（JR・出花内地区）
岡波　圭子 忍海北
森川　啓二 忍海南
安川　美鈴 薑・新村
花内貴美子 新町・南新町
堀内　久子 南花内・花内台
池田　利子 西辻・脇田
幸田　純永 林堂・山田
松田　卓己 平岡・山口・梅室・笛吹
松村佐世子 南今市
寺田　利惠 太田
山本　春美 兵家
植田　好永 竹内
菊江さとみ 竹内
中川　久代 長尾
西田八重子 長尾
足髙知永子 長尾
野志とよ子 木戸
増田　文康 尺土

氏　名 担当地域
木田　真美 尺土
本田　節子 尺土
梅田　敬子 八川
庄田　勝葊 八川
藤本　尚子 八川
石井　久陽 大畑
奥本　楢輝 當麻
奥田　善啓 當麻
木下　厚子 當麻
石田千世子 勝根
吉田起三子 今在家
下村　友子 染野
山本　信代 新在家
杦岡　雅代 加守
岡本　聖子 加守
古城　惠子 主任児童委員（新庄地区）
安川　信正 主任児童委員（新庄地区）
松井　 操 主任児童委員（當麻地区）
杦岡　厚子 主任児童委員（當麻地区）

（敬称略）

離職者であって就労能力および就労意欲のある
方のうち、住宅を喪失している方または喪失する
おそれのある方に対して、住居確保給付金が３か
月間を限度として支給されます。（一定の条件に
より３か月間の延長および再延長が可能です）
支給対象者
◦離職後、2 年以内の方および 65 歳未満の方
◦離職により住宅を喪失している方または賃貸住

宅に居住し喪失するおそれがある方
◦離職前に、主たる生計維持者であった方
◦就労能力および常用就職の意欲があり、ハロー

ワークへの求職申込みを行っている方または行
う方

◦申請者および申請者と生計を一とする同居の親
族の収入の合計額が次に定める収入基準額であ
ること

これ以外にも、受給資格要件等があり、受給資
格要件のすべてに該当する必要があります。

詳しくは、社会福祉課へお問い合わせください。

区分 金額（月収入）
単身世帯 78,000 円 + 家賃額

（上限：35,700 円※）以内
2 人世帯 115,000 円 +46,000 円※ 以内

3 人以上世帯 172,000 円 + 家賃額
（上限：46,000 円※）以内

※家賃の上限額は、法改正により変わる場合があります。
　相談・申請時にご確認ください。

働きたくても働けない、家賃が払えない、生
活に困っているなど、お困りごとをお聞か

せください。相談窓口で一人ひとりの状況に合わ
せた支援方法を専門の支援員があなたに寄り添い
ながら、他の専門機関と連携し解決に向けたお手
伝いをします。ご家族など周りの方からの相談も
受け付けます。

（相談は無料です。また、秘密は厳守します）
支援内容は次のとおりです。

住居確保給付金の支給
（住宅支援給付事業の名称が変わりました）

自立相談支援事業

生活に困りごとや不安を抱えている場合は、ま
ずは社会福祉課相談窓口にご相談ください。支援
員が相談を受けて、どのような支援が必要か一緒
に考え、具体的な支援プランを作成し、自立に向
けた支援を行います。

例えば…

生活困窮者への支援制度が始まりました
ひとりで抱え込まずに、まずはご相談ください

▶社会福祉課

広告（広告を募集しています。詳しくは、企画政策課まで）

家賃や公共料金を
滞納している

仕事が長続きしない
住むところが
なくなりそう
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国民健康保険では、人間ドックを受診する方
に対して助成を行います。ぜひ、この機会

にご活用ください。
申込み　保険課窓口で申請してください。
受付期間
　5 月 1 日～平成 28 年 2 月 29 日（閉庁日を除く）

8：30 ～ 17：00（12：00 ～ 13：00 は 検 査
機関の都合上、受付できない場合があります）

資格　下記の 3 点をすべて満たしている方
※受診日に国民健康保険の資格を喪失している方

は、受診できません。
◦申請日において、満 35 歳以上の方
◦申請日において、引き続き 1 年以上、葛城市国

民健康保険の被保険者である方
◦申請日において、前年度分までの国民健康保険

税を完納している世帯に属する方
持参するもの
　国民健康保険被保険者証・印鑑
　特定健康診査受診券（※）・質問票（※）
※対象の方へ 5 月中旬頃に送付します。

受診期間　平成 27 年 5 月～平成 28 年 3 月末
検査機関　下記のどちらかで受診してください。
奈良県健康づくり財団（田原本町宮古 404-7）
　個人負担額　11,585 円
葛城メディカルセンター（大和高田市西町 1-45）
　個人負担額　11,250 円
※胃カメラを受診する場合は、別途費用がかかり

ます。また、胃カメラ時における生検費用は、
別途費用がかかります。

※葛城メディカルセンターでは、今年度から胃カ
メラを別の医療機関で受診していただくことに
なりました。

※ご希望に添えないこともありますので、受診希
望日を複数考えたうえで、お申込みください。

主な検査項目
◦内科診察◦身体測定◦生活食事調査◦便検査
◦尿検査◦末梢血検査◦血液生化学◦免疫血清
◦腹部超音波◦胸部Ｘ線◦胃透視または胃カメラ
◦肺機能◦視力検査◦眼底・眼圧◦聴力検査
◦安静心電図◦総合指導

軽自動車税

軽自動車税の納税通知書は 5 月 8 日頃に送付
します。納税通知書が 5 月 15 日頃を過ぎ

てもお手元に届かない場合は、税務課までご連絡
ください。軽自動車税の納期は 5 月（全期）の
みです。納付期限は 6 月 1 日㈪です。納期内納
付にご協力ください。口座振替をご利用の方は、
納期限日が振替日になっています。前日までに預
貯金残高の確認をお願いします。

なお、市役所の窓口では、自動車税（普通自動
車）の納付はできません。

軽自動車税の減免
　軽自動車の所有（使用）者の障害の程度や使用
目的について、一定の要件を満たせば、申請によ
り軽自動車税が減免されます。
申請期限　5 月 25 日㈪まで
申請場所　税務課
必要な物
◦身体障害者手帳、療育手帳または精神保健福祉

手帳と自立支援医療受給者証（精神通院）
◦運転免許証
◦軽自動車検査証
◦印鑑
◦減免申請書
◦生計同一証明（対象者と申請者が同一または同

居の親族でない場合のみ必要）

※前年度に減免されていても、改めて平成 27 年
度の申請をしないと減免されません。

※自動車税と軽自動車税の両方で減免申請はでき
ません。

※申請期限後に減免申請はできませんので、必ず
期限内に申請してください。

自動車税は、毎年 4 月 1 日現在の所有者（割
賦販売などの場合は使用者）に課税されま

す。必ず納付期限（6 月 1 日㈪）までに納付して
ください。納期限を過ぎてからの納付には延滞金
が加算されます。

金融機関や県税事務所の窓口だけでなく、コン
ビニ、ペイジー、インターネットを利用したクレ
ジットカードでも納付ができます。詳しくは、納
税通知書に同封のチラシをご覧ください。運輸支
局での登録手続きが遅れている等の理由により、
自動車税納税通知書が届いていない場合は、

奈良県自動車税事務所　自動車税第一課
【☎ 0743（51）0081】へご連絡ください。

※住所を変更した方や県外ナンバーの自動車をお
持ちの方は、運輸支局で速やかに変更登録の手
続きをしてください。

自動車税

平成 26 年分の所得に関する証明書（所得、課
税証明書等）は下記の日付からの発行を予定して
います。
市県民税を勤務先の給料等から引き落とされている方
▶ 5 月 11 日㈪
市県民税を上記以外の方法で納付している方
▶ 6 月 1 日㈪

※確定申告または市県民税申告をしていない方や
事業所から市役所へ給与支払報告書が未提出の
方、納税義務者の扶養者になっていない方等、
所得に関する内容について本市が把握できない
方は、所得に関する証明ができません。平成
26 年中に収入が無い方でも、収入が無い旨の
申告をお願いします。

軽自動車税・自動車税の納付期限は 6 月 1 日です
納付期限までに納めましょう

▶税務課

平成 26 年分所得証明書等の発行

病気を早期発見！人間ドックへ行こう！
〜検査費の 7 割を助成します〜

▶保険課

各健康保険において 40 歳から 74 歳までの被保
険者を対象に生活習慣病の予防と、生活習慣の改
善を目的とした特定健康診査を実施しています。

特定健康診査の実施方法は、加入している健康
保険によって異なりますので、健康保険組合また
は勤務先の事務所へお問い合わせください。

葛城市国民健康保険に加入の 40 〜 74 歳の方
　5 月中旬に受診券と質問票を送ります。特定健
康診査は下記の場所で受診できます。
◦集団健診 ◦市内の実施機関 ◦県内の実施機関
期間
　6 月 1 日㈪〜平成 28 年 1 月 31 日㈰
※ただし、休診日は除く

後期高齢者医療制度に加入の方
　国民健康保険と同様に受診券と質問票を送りま
す。ただし、今年度中に 75 歳の誕生日を迎える
方は、健診を受ける前に手続きが必要になる場合
があります。
※今年 4 月〜 5 月の間に 75 歳の誕生日を迎え

る方は、受診券と質問票の送付が遅くなること
があります。

その他の方
　平成 27 年 4 月 1 日以降に各健康保険への加
入または脱退等の異動があった方は、葛城市が実
施する健康診査を受診できる場合があります。
　受診できるかどうかは、健康増進課へご確認く
ださい。

40 歳以上の方は、年 1 回特定健診を受けましょう
▶保険課・健康増進課
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身

体
や
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
（
面
倒
を
み
て

い
る
）
父
や
母
、
あ
る
い
は
父
母

に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

手
当
額

手
当
の
額
は
、
児
童
の
障
害
の

程
度
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す
。

手
当
の
支
給
要
件

次
の
①
〜
③
に
該
当
す
る
場
合

は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
や

対
象
と
な
る
児
童
が
日
本
に
住

ん
で
い
な
い
と
き
。

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
（
通

所
施
設
は
除
く
）
に
入
所
し
て

い
る
と
き
。

③
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

※
必
要
書
類
が
す
べ
て
揃
わ
な
い

と
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
物
　

◦
印
鑑

◦
請
求
者
の
通
帳

◦
児
童
の
障
害
程
度
に
つ
い
て
の

医
師
の
診
断
書（
所
定
の
様
式
）

◦
戸
籍
謄
本

※
請
求
者
と
対
象
児
童
の
も
の

　
（
1
か
月
以
内
の
も
の
）

◦
住
民
票
謄
本

※
請
求
者
と
対
象
児
童
の
世
帯
全

員
の
も
の

　
（
1
か
月
以
内
の
も
の
）

申
請
時
に
提
出
す
る
書
類

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書

◦
特
別
児
童
扶
養
手
当
振
込
先
口

座
申
出
書

◦
そ
の
他

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た

だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
支
給
月

手
当
は
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
払
い
は
定
時
払
い
と
し
て
年

3
回
（
8
月
期
、
12
月
期
、
4
月

期
）、
請
求
者
の
指
定
し
た
金
融
機

関
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
12
月
期
分
の
み
支
払
い
日
が
1

か
月
早
く
な
り
ま
す
。

※
支
払
い
日
が
土
・
日
・
祝
日
に

あ
た
る
と
き
は
、
そ
の
直
前
の

金
融
機
関
の
営
業
日
と
な
り
ま

す
。

☆
た
だ
し
、
前
年
の
所
得
が
制
限

額
を
超
過
し
た
年
度
に
つ
い
て

は
、手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障害の程度 手当の額（※）

1 級 51,100 円

2 級 34,030 円

※児童 1 人あたりの月額
〔平成 27 年 4 月改正〕

支払期 支払日 支払対象月

8 月期 8 月 11 日 4 〜 7 月分

12 月期 11 月 11 日 8 〜 11 月分

4 月期 4 月 11 日 12 〜 3 月分

特別児童扶養手当制度とは
身体や精神に中程度以上の障害のある児童の福祉のために

▶子育て福祉課

4
月
1
日
付　
　
　
　

　
※
（  

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】
○
市
長
部
局　
ま
ち
づ
く
り
統
括
技
監

（
大
阪
府
）
松
倉
昌
明
▽
企
画
部
長
（
企
画
部
企
画

政
策
課
長
）
米
井
英
規
▽
産
業
観
光
部
長
（
企
画
部

人
事
課
長
）
下
村
喜
代
博

○
教
育
委
員
会
部
局　
教
育
部
長
（
企
画
部
長
）
吉

村
孝
博

【
課
長
級
】
○
市
長
部
局　
企
画
部
人
事
課
長
（
企

画
部
人
事
課
主
幹
）
吉
川
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人
▽
企
画
部
企
画
政
策

課
長
（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
長
補
佐
）
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治
▽
総
務
部
総
務
財
政
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主
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（
総
務
部
総
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財
政

課
長
補
佐
）
吉
村
雅
央
▽
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課

主
幹
（
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
長
補
佐
）
松
山
神

恵
▽
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
長
（
都
市
整
備
部
建

設
課
長
）
石
田
勝
則
▽
都
市
整
備
部
建
設
課
長
（
都

市
整
備
部
建
設
課
主
幹
）
木
村
喜
哉
▽
都
市
整
備
部

建
設
課
主
幹
（
総
務
部
税
務
課
長
補
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）
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合
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尚

○
水
道
部
局　
上
下
水
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部
水
道
課
長
（
上
下
水
道

部
水
道
課
主
幹
兼
下
水
道
課
主
幹
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西
口
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治

○
教
育
委
員
会
部
局　
学
校
教
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課
長
（
学
校
教
育

課
長
補
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）
橋
本
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和
▽
学
校
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所
長
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教
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務
課
長
補
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校
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所
長
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和
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生
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主
幹
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課
長
補
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井
浩
子
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課
長
補
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級
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部
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長
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裕
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画
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域
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▽
企
画
部

企
画
政
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課
長
補
佐
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保
健
福
祉
部
社
会
福
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課
長

補
佐
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垣
倫
浩
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総
務
部
総
務
財
政
課
長
補
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総

務
部
総
務
財
政
課
）
木
下
雅
敏
▽
総
務
部
生
活
安
全

課
長
補
佐
（
市
民
生
活
部
新
炉
建
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準
備
室
長
補
佐
）

植
田
和
明
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総
務
部
税
務
課
長
補
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総
務
部
総
務

財
政
課
長
補
佐
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米
田
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勝
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市
民
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活
部
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民
窓

口
課
長
補
佐
（
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

派
遣
）井
上
理
恵
▽
市
民
生
活
部
保
険
課
長
補
佐（
保

健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
長
補
佐
）
油
谷
知
之
▽
市

民
生
活
部
人
権
政
策
課
長
補
佐
（
中
央
公
民
館
長
補

佐
）
吉
村
賀
央
▽
市
民
生
活
部
新
炉
建
設
準
備
室
長

補
佐
（
市
民
生
活
部
新
炉
建
設
準
備
室
）
福
井
敏
秀

▽
市
民
生
活
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

（
市
民
生
活
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
北
川
正
純

▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉
部

長
寿
福
祉
課
長
補
佐
）
森
井
敏
英
▽
保
健
福
祉
部
子

育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
主
任
保
育
士
（
保
健

福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
）
植
田
幸

代
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所

主
任
保
育
士
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第

１
保
育
所
主
任
保
育
士
）
細
川
圭
永
子
▽
保
健
福
祉

部
長
寿
福
祉
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
）

林
本
裕
明
▽
産
業
観
光
部
農
林
課
長
補
佐
（
上
下
水

道
部
水
道
課
長
補
佐
）
福
森
伸
好
▽
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
長
補
佐
（
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
）
小

滝
由
美
▽
都
市
整
備
部
建
設
課
長
補
佐
（
都
市
整
備

部
建
設
課
）
西
川
勝
也
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長

補
佐
（
産
業
観
光
部
農
林
課
長
補
佐
）
芝
浩
文

○
議
会
事
務
局　
総
務
課
長
補
佐
（
総
務
課
）
新
澤

明
子

○
水
道
部
局　
上
下
水
道
部
水
道
課
長
補
佐
（
総
務

部
生
活
安
全
課
長
補
佐
）
早
田
幸
介

○
教
育
委
員
会
部
局　
教
育
総
務
課
長
補
佐
（
学
校

教
育
課
長
補
佐
）吉
井
忠
▽
学
校
教
育
課
長
補
佐（
奈

良
県
）
阪
口
信
哉
▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
（
学
校
教

育
課
）
板
橋
行
則
▽
中
央
公
民
館
長
補
佐
（
市
民
生

活
部
人
権
政
策
課
長
補
佐
）
和
田
善
弘

【
一
般
】
○
市
長
部
局　
企
画
部
人
事
課
付
奈
良
県

相
互
派
遣
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
）
神
橋
秀
幸

▽
企
画
部
企
画
政
策
課（
市
民
生
活
部
市
民
窓
口
課
）

丸
山
瑞
穂
▽
企
画
部
情
報
推
進
課
（
新
規
採
用
）
濱

田
琢
磨
▽
総
務
部
総
務
財
政
課
（
保
健
福
祉
部
社
会

福
祉
課
）
吉
岡
優
▽
総
務
部
総
務
財
政
課
（
新
規
採

用
）
木
村
裕
行
▽
総
務
部
税
務
課
（
市
民
生
活
部
環

境
課
）
室
田
真
吾
▽
総
務
部
収
納
促
進
課
（
総
務
部

税
務
課
）
巽
隆
恭
▽
総
務
部
収
納
促
進
課
（
保
健
福

祉
部
子
育
て
福
祉
課
）
福
原
有
美
▽
市
民
生
活
部
保

険
課
（
教
育
総
務
課
）
西
川
由
花
▽
市
民
生
活
部
環

境
課
（
産
業
観
光
部
農
林
課
）
重
原
悠
吾
▽
市
民
生

活
部
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
新
規
採
用
）
山
縣

正
人
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
新
規
採
用
）
山

崎
太
詩
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
（
企
画
部
情

報
推
進
課
）
増
田
直
史
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉

課
磐
城
第
１
保
育
所
（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課

當
麻
第
１
保
育
所
）
吉
田
典
子
▽
保
健
福
祉
部
子
育

て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
（
保
健
福
祉
部
子
育
て

福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所
）
森
い
く
み
▽
保
健
福
祉

部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
（
保
健
福
祉
部

子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所
）
石
井
陽
美
▽
保

健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育
所
（
保
健

福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
）
重
本
真

由
美
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育

所（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
１
保
育
所
）

西
川
真
代
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２

保
育
所
（
新
規
採
用
）
木
尾
真
奈
美
▽
保
健
福
祉
部

子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所
（
保
健
福
祉
部
子

育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育
所
）
杉
本
実
佐
子
▽
保

健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所
（
保
健

福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育
所
）
永
座
美

奈
子
▽
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育

所（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
磐
城
第
２
保
育
所
）

田
中
友
里
▽
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
（
市
民
生
活

部
保
険
課
）
長
山
仁
美
▽
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課

（
新
規
採
用
）
鈴
木
伶
奈
▽
保
健
福
祉
部
健
康
増
進

課
（
新
規
採
用
）
大
西
庄
子
▽
産
業
観
光
部
商
工
観

光
課
（
奈
良
県
）
植
田
裕
史

○
水
道
部
局　
上
下
水
道
部
水
道
課
（
総
務
部
総
務

財
政
課
）
北
川
貴
夫

○
教
育
委
員
会
部
局　
教
育
総
務
課
（
企
画
部
企
画
政

策
課
）
長
谷
川
宏
美
▽
学
校
教
育
課
（
産
業
観
光
部
商

工
観
光
課
）西
川
直
孝
▽
新
庄
小
学
校
附
属
幼
稚
園（
磐

城
小
学
校
附
属
幼
稚
園
）
往
西
佐
江
子
▽
磐
城
小
学
校

附
属
幼
稚
園
（
新
規
採
用
）
淵
之
上
優
華

退
職
者
　
　
　
　
　  

　
3
月
31
日
付

【
部
長
級
】
○
市
長
部
局　
河
合
良
則
（
産
業
観
光

部
長
）

○
教
育
委
員
会
部
局　
田
中
茂
博
（
教
育
部
長
）

【
課
長
級
】
○
市
長
部
局　
松
村
吉
章
（
都
市
整
備

部
都
市
計
画
課
長
）

○
水
道
部
局　
川
井
高
久（
上
下
水
道
部
水
道
課
長
）

○
教
育
委
員
会
部
局　
髙
橋
一
馬
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
）

【
課
長
補
佐
級
】
○
市
長
部
局　
脇
田
公
典
（
市
民

生
活
部
保
険
課
長
補
佐
）
▽
坂
口
昭
（
市
民
生
活
部

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
▽
松
村
恵
子

（
保
健
福
祉
部
子
育
て
福
祉
課
當
麻
第
１
保
育
所
主

任
保
育
士
）

【
一
般
】
○
市
長
部
局　
田
仲
弘
樹
（
総
務
部
収
納

促
進
課
）
▽
野
口
富
夫
（
市
民
生
活
部
當
麻
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）▽
岡
本
仁（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
）

○
教
育
委
員
会
部
局　
吉
川
美
千
代
（
新
庄
小
学
校

附
属
幼
稚
園
）

◎
奈
良
県
へ
帰
還
（
退
職
扱
い
）

○
教
育
委
員
会
部
局　
井
上
昌
典（
学
校
教
育
課
長
）

▼
人
事
課

人
事
異
動

広告（広告を募集しています。詳しくは、企画政策課まで）
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まちの
ニュース

市政
ニュース

イベント
募集

まちの
安全

子育て
健康

文化
教養

情報
相談

イベント・募集

市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
ま

た
は
こ
れ
か
ら
活
動
さ
れ
る
団
体

に
対
し
、
そ
の
活
動
経
費
の
一
部

を
支
援
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

　
5
月
15
日
㈮
ま
で

対
象
と
な
る
事
業

①
市
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
対

し
、
市
民
活
動
団
体
か
ら
提
案

い
た
だ
く
事
業

◦
本
年
度
の
市
が
設
定
す
る
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業

⑵
環
境
保
全
・
創
出
に
関
す
る

事
業

⑶
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
事
業

②
市
民
活
動
団
体
が
自
由
な
テ
ー

マ
で
提
案
い
た
だ
く
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

活
動
や
、
創
意
工
夫
が
み
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
事
業

注
意
事
項

◦
1
団
体
に
つ
き
、
1
事
業
の
応

募
と
し
ま
す
。

◦
原
則
、
応
募
し
た
年
度
内
に
実

施・完
了
す
る
事
業
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
事
業
の
開
始
時
期
等

の
特
別
な
理
由
に
よ
り
申
請
年

度
中
に
完
了
で
き
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
、
審
査
の
上
、
さ
ら

に
2
年
を
限
度
と
し
て
実
施
期

間
の
延
長
が
で
き
ま
す
。

◦
す
で
に
、
市
や
他
団
体
等
か
ら

補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
団
体

①
構
成
員
数
が
3
名
以
上
で
、
市

内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
方
を
主
た
る
構
成
員
と
し

て
い
る
団
体
。
た
だ
し
、政
治・

宗
教
・
営
利
活
動
目
的
の
団
体

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

補
助
金
の
交
付

　

補
助
対
象
経
費
に
つ
い
て
、

20
万
円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま

す
。
な
お
、
助
成
金
は
事
業
完
了

後
に
交
付
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
実
施
期
間
の
延
長
申

請
を
行
い
、
事
業
の
認
定
を
再
度

受
け
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に

つ
い
て
、
2
年
度
目
は
20
万
円
を

限
度
と
し
て
、
3
年
度
目
は
10
万

円
を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

申
請
書
・
申
込
み
等

　
申
請
書
お
よ
び
募
集
要
項
の
配

布
、
申
込
み
の
受
付
は
企
画
政
策

課
（
新
庄
庁
舎
3
階
）
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
書
お
よ
び
募
集
要

項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

事
業
の
決
定

　
皆
さ
ま
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た

事
業
企
画
は
、審
査
委
員
会
に
て
、

書
類
に
よ
る
１
次
審
査
（
5
月
29

日
㈮
）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
2
次
審
査（
6
月
20
日
㈯
）

を
行
い
、
採
択
す
る
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

　
な
お
、審
査
は
、「
社
会
貢
献
度
」

「
発
展
性
」「
計
画
性
」「
経
費
適
正
」

な
ど
の
基
準
を
総
合
的
に
考
慮
し

て
行
い
ま
す
。

皆さんの魅力あるまちづくりを応援します
〜市民活動支援事業〜

▶企画政策課

「
人

権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ

る
21
世
紀
に
入
っ
て
す

で
に
10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

昭
和
23
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ

い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
24
年
6
月
1
日
に
人
権

擁
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
中

に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権
を

擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
の
啓
発

活
動
重
点
目
標
を
、

み
ん
な
で
築
こ
う 
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

と
定
め
、
21
世
紀
が
「
人
権
の
世

紀
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い

起
こ
し
、
国
民
の
一
人
ひ
と
り
が

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
正
し
く
認
識
し
、
こ
れ
を
前
提

と
し
て
他
人
の
人
権
に
も
十
分
配

慮
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思
い
や
る

こ
と
の
大
切
さ
を
一
人
ひ
と
り
の

心
に
訴
え
て
、
す
べ
て
の
人
々
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存

し
得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実

現
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生

を
送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
す
べ
て

の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が

お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
そ
う

し
た
目
的
で
、
葛
城
市
に
お
い
て

も
、
次
の
と
お
り
、「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
に
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」 

人
権
相
談
所

　
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
、
差
別

の
問
題
、
家
庭
内
の
問
題
、
D
V

や
虐
待
、
子
ど
も
・
女
性
に
関
す

る
問
題
等
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
等
の
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き

　
6
月
1
日
㈪　
9
時
〜
12
時

と
こ
ろ

　
忍
海
集
会
所
1
階　
相
談
室

法
務
局
に
お
け
る
常
設
相
談
所
の

全
国
統
一
電
話
番
号

【
☎
0
5
7
0

・

0
0
3

・

1
1
0

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）】

人権擁護委員の日をご存知ですか
6 月 1 日は、人権擁護委員法が施行された日です

▶人権政策課

自
然
と
歴
史
、
文
化
に
触
れ

合
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
1
回

　
と
き　
6
月
14
日
㈰

　
コ
ー
ス　
明
日
香
〜
橿
原

第
2
回

　
と
き　
10
月
18
日
㈰

　
コ
ー
ス　
橿
原
〜
新
庄

第
3
回

　
と
き　
平
成
28
年
3
月
20
日
㈰

　
コ
ー
ス　
未
定

申
込
締
切

　
5
月
25
日
㈪　
17
時
ま
で

申
込
場
所

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
☎
0
7
4
5
（
48
）
6
6
0
0
】

葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
☎
0
7
4
5
（
69
）
6
9
6
1
】

※
毎
週
火
曜
日
と
第
2
・
4
水
曜

日
は
休
館
日
で
す
。

申
込
書

　
各
申
込
場
所
に
あ
り
ま
す
。

※
交
通
費
、
入
場
料
等
は
自
己
負

担
で
す
。

※
運
動
で
き
る
服
装
で
、
昼
食
・

飲
み
物
・
雨
具
・
タ
オ
ル
等
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

毎月 11日は人権を確かめあう日です
奈良県市町村人権・同和問題啓発活動推進本部　葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

さわやかウォーキングを開催します
〜自然・歴史・文化とふれあい、リフレッシュしませんか〜

▶体育振興課

イベント
募集
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補助対象システム
　次の要件をすべて満たすもの
①最大出力の合計値が 2kw 以上 10kw 未満であ

るもの
②未使用品であるもの
③一定の品質、性能保証があること

補助対象者
　次の要件をすべて満たす方
①市内に住所を有する方で補助対象システムを市

内の自ら居住する 1 戸建て住宅に設置した方、
または市内で自ら居住するために補助対象シス
テムが設置された 1 戸建て新築住宅を購入し
た方

②電力受給開始日から起算して 1 年以内に申請
した方

③電力の全量買取制度の対象とならないシステム
を設置している方

④市税等を滞納していない方

補助金額
　1 住宅につき一律 5 万円 1 回限り

補助対象システム
燃料電池普及促進協会（FCA）が交付する補
助金の対象となるシステムであるもの

補助対象者
　次の要件をすべて満たす方
①市内に住所を有する方で補助対象システムを市

内の自ら居住する 1 戸建て住宅に設置した方、
または市内で自ら居住するために補助対象シス
テムが設置された 1 戸建て新築住宅を購入し
た方

② FCA の補助金交付決定を受けた日から起算し
て 1 年以内に申請した方

③市税等を滞納していない方

補助金額
　1 住宅につき一律 5 万円 1 回限り

地球温暖化対策の推進、温室効果ガスの削減、
環境保全意識の高揚を図るため、お住まい

の住宅に太陽光発電システム・燃料電池コージェ
ネレーションシステム（エネファーム）を設置す
る方に補助金を交付します。

住宅用太陽光発電システム 家庭用燃料電池コージェネレーション
システム（エネファーム）

受付期間
平成 28 年 2 月 29 日㈪まで

（閉庁日を除く）8：30 ～ 17：15

申請方法
市ホームページまたは環境課にある申請書に必
要事項を記入し、必要書類を添えて環境課へ提
出してください。（郵送不可）

住宅用太陽光発電システム・
家庭用燃料電池コージェネレーションシステムを設置しませんか？

▶環境課

夏の日差しをさえぎって、緑の葉を吹き抜け
る涼しい風がさわやかな、「緑のカーテン」

を育てませんか ?
葛城市では、地球温暖化防止対策として効果が

期待される「緑のカーテン」を進めています。
そこで、「緑のカーテン」が市内にもっと広ま

るよう「緑のカーテン」を題材にした写真コンテ
ストを実施します。

対象
　市内で「緑のカーテン」を設置できる方（個
人または団体）

応募方法
　実施報告書に必要事項を記入し、写真を添付
のうえ、環境課へ郵送または電子メールで応募
してください。実施報告書は、環境課窓口また
は市ホームページからダウンロードできます。

応募期間
　9 月 1 日㈫～ 18 日㈮（土・日を除く）

受付期間
　6 月 8 日㈪～ 23 日㈫（土・日を除く）
受付時間
　9：00 ～ 17：00
受付場所
　環境課（新庄庁舎）
申請方法

　墓地使用許可申請書（環境課窓口で配布）
に必要事項を記入・押印し、住民票謄本また
は戸籍謄本を添付のうえ、受付期間中に申請
してください。ただし、申請は本人またはそ
の家族に限ります。
　新規の墓地・返還の墓地のどちらかの申し
込みとします。

審査
　提出された実施報告書と写真等により審査を
行い、最優秀賞 1 点、優秀賞数点を決定します。

◦「緑のカーテン」のできばえ（大きさ、きれいさ）
◦育成に関する創意工夫（設置や栽培の工夫、収

穫物の利用など）
◦緑のカーテンの効果（涼しさ、省エネ効果など）
◦楽しく取り組んでいる様子
応募先

郵送　〒 639 − 2195
　　　　葛城市柿本 166　葛城市役所　環境課
電子メール　kankyou@city.katsuragi.lg.jp

ゴーヤの苗を配布します
　「緑のカーテン」を設置できる方に「ゴーヤ」
の苗を 2 株と、おひさまたい肥を差し上げます。
　5 月 20 日㈬・21 日㈭に、環境課窓口にて配
布します。（両日先着 75 名まで）

使用料および管理費
区分 区画面積 使用料 管理費 予納金
A 0.9 × 1.8m 27 万円 2,160 円／年 7 万円
B 1.8 × 1.8m 45 万円 3,240 円／年 12 万円
C 3.6 × 1.8m 90 万円 5,400 円／年 25 万円

墓地使用および使用地の決定
　7 月 8 日㈬に市役所で抽選し決定します。

※詳しくは広報かつらぎ 6 月号でお知らせし
ます。

▶環境課

霊苑墓地の使用者を募集します

かつらぎ緑のカーテンコンテスト
〜温暖化防止に、さわやかな緑のカーテンを設置しませんか〜

▶環境課
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まちの安全

４月１日付で次のとおり役員が任命されました。
（敬称略）

団長　　奥村　喜洋
副団長　住野　光男
副団長　田中　孝明
副団長　斎藤　恵史
副団長　下村　雅英
第１分団　分団長　　肥田　隆博
　　　　　副分団長　安川　雅文
第２分団　分団長　　吉井　博
　　　　　副分団長　木綿　敏
第３分団　分団長　　高松　智郎
　　　　　副分団長　井上　泰次
第４分団　分団長　　杉岡　義弘
　　　　　副分団長　芦髙　由香
第５分団　分団長　　福井　啓藏
　　　　　副分団長　西川　義司
第６分団　分団長　　山田　裕清
　　　　　副分団長　杉岡　正浩

▶生活安全課

日本消防協会長より、本市消防団副団長の斎
藤恵史さん（疋田）が精績章を、第２分団

分団長の吉井博さん（西辻）が勤続章を受章され
ました。これは消防団員として長年消防業務に勤
続され、勤務勉励で技能熟達よく、その業務遂行
にあたった成績が極めて優秀であったことによる
ものです。

この栄誉ある受章に対し、心からお慶び申し上
げます。

▶生活安全課

精績章・勤続章を受章 消防団役員構成が
変わりました

5 月 11 日㈪～ 20 日㈬、春の交通安全県民運
動が、下記の内容を重点に実施されます。
運動の基本

子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点

①自転車の安全利用の推進
②すべての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶
④正しい横断と横断歩行者の保護

葛城市では 5 月 12 日㈫に市内各駅前で交通安
全街頭啓発活動、16 日㈯ 13：30 から、市役所
當麻庁舎前で自転車の無料点検を行います。

▶生活安全課

春の交通安全県民運動
5/11 〜 5/20

子育て支援事業の一環として幼児 2 人同乗用
自転車の普及を促進し、自転車利用者の安

全を図るとともに、購入者に対しその費用の一部
を補助します。申請は1世帯につき1回のみです。

対象自転車
BAA マーク〔㈳自転車協会（幼児 2 人同乗用
自転車安全基準認定証）〕または
SG マーク〔㈶製品安全協会（幼児 2 人同乗用）〕
が貼付されたもの

※オプション設置の座席を含む。

対象者　次の要件をすべて満たす方
①購入時および申請時に 2 人以上の幼児（6 歳未

満）の養育者で、市内に住所を有し、現に居住
している方

②購入後 1 年以内に交付申請をした方
③本人および同一世帯の方が市税等を滞納してい

ないこと

▶生活安全課

幼児 2 人同乗用自転車の購入費用を補助します
子育て世帯を支援します

☎119 〜火災・救急・救助の統計〜
平成 27 年 3 月 平成 27 年累計

火災 1 件 2 件
救急 121 件 384 件
救助 1 件 3 件

住宅用火災警報器を設置しましょう！

▼葛城消防署への問い合わせは、
一般【☎ 0745（69）7171】

火災案内【☎ 0745（69）9988】

補助金額
　購入価格（消費税含む）の 2 分の 1 に相当する額
※100円未満の端数が生じた場合は切り捨てます。
※限度額は 4 万円です。

申請に必要なもの
①申請書および請求書
（新庄庁舎 2 階　生活安全課にあります）

②領収書
（申請者氏名・購入品目の名称が記載された原
本でレシートは不可）

③製造メーカー保証書の写し
（型番・車体番号・保証
期間・申請者の氏名、住
所、購入先が明記され、
幼児 2 人同乗用自転車
安全基準に適合すること
が確認できるもの）

④印鑑

くみ取り便所（し尿浄化槽による水洗便所を含
む）を水洗便所に改造する場合、市は公共下水道
の供用開始後 3 年以内を限度として 5 万円の助
成金を出してきましたが、この度、3 年以上とな
るものについても同じく 5 万円の助成金を出す
ことになりました。

助成期間は今年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月
31 日までの 3 年間です。

水洗便所に改造していない
ご家庭は、この制度を有効に
ご活用ください。

▶下水道課

水洗便所改造助成制度の
助成期間が延長されました

　『葛城市子どもの読書活動推進計画（素案）』の
策定にあたり、皆さまからの意見を募集します。

公表方法　新庄・當麻両図書館、新庄・當麻両庁
舎１階、歴史博物館、新庄健康福祉センター、當
麻保健センター、市ホームページで公表します。

提出方法　意見書を図書館へお持ちいただくか、
郵送、FAX または電子メールで提出してくだ
さい。※電話等、口頭での受付はできません。

書き方　要旨とその理由を具体的に記載し、①住
所　②氏名（団体の場合は団体名・所在地・代
表者名）　③電話番号を明記してください。

募集期間　5 月 4 日㈪～ 25 日㈪必着
　※ただし 5・12・13・19 日は休館。

▶図書館

パブリックコメント
〜計画の素案への意見を募集します〜
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子育て
健康

5

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

6
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

乳幼児各種健診・予防接種等の実施日程（5 月 10 日〜 6 月 9 日）
事業 対象 とき 受付時間 ところ

予防接種・乳幼児健診
問診票等交付会 平成 27 年 4 月生まれ 6 月 4 日㈭ 9：45 〜 10：00

新庄
健康福祉
センター

ペアレンツクラブ
（美 BODY〔骨盤と歯〕編） 妊婦とその夫 5 月 11 日㈪ 予約制

ペアレンツクラブ
（赤ちゃん Welcome 夫婦編） 妊婦 6 月 7 日㈰ 予約制

4 か月児健康診査 平成 27 年 1 月生まれ 6 月 4 日㈭ 13：30 〜 14：45

7 か月児教室 平成 26 年 9 月生まれ 5 月 27 日㈬ 9：45 〜 10：00

10 か月児健康診査 平成 26 年 6 月生まれ 5 月 14 日㈭ 13：30 〜 14：45

1 歳 6 か月児 健康診査 平成 25 年 10 月 5 日〜
平成 25 年 11 月 13 日生まれ 6 月 1 日㈪ 13：30 〜 14：45

2 歳 6 か月児 歯科健康診査 平成 24 年 9 月 22 日〜
平成 24 年 10 月 19 日生まれ 5 月 15 日㈮ 予約制

3 歳 6 か月児 健康診査 平成 23 年 10 月 5 日〜
平成 23 年 11 月 4 日生まれ 5 月 22 日㈮ 13：30 〜 14：45

乳幼児健康相談 小学校入学前の乳幼児 5 月 18 日㈪
5 月 20 日㈬ 9：30 〜 11：00

成人健康相談 市内在住の方 5 月 29 日㈮ 10：00 〜 11：00

※年間の予定は健康カレンダーでご確認ください。

かるがもの会
　とき　5 月 8 日㈮　9：00 出発
万年青年歩こう会

とき　6 月 4 日㈭　9：00 出発
◦集合はともに新庄健康福祉センター
◦会費・申込みは不要です

■つどいの広場　　■わんぱくルーム
■キンダーランド　■ひよこルーム
こあらルーム…5 月 11 日㈪・6 月 8 日㈪
らっこルーム…5 月 25 日㈪・6 月 22 日㈪
おでかけ広場（ゆうあいステーション）
　　　　　　…5 月 12 日㈫・6 月 9 日㈫
※ 6 月 24・25・29 日の子育て支援センターのつ

どいの広場はお休みです。
※ 6 月の新庄地区のひよこルームは 6 月 25 日㈭

に変更になります。

お話を楽しむ日　10：30 〜
5 月 13 日㈬　磐城児童館
5 月 18 日㈪　當麻児童館
5 月 20 日㈬　子育て支援センター
6 月 10 日㈬　磐城児童館
6 月 15 日㈪　當麻児童館
6 月 17 日㈬　子育て支援センター
6 月 29 日㈪　當麻児童館

童謡を楽しむ日　10：00 〜
　5 月 18 日㈪　子育て支援センター

6 月 1 日㈪     當麻児童館
★つどいの広場ではお話を楽しむ日と童謡を楽し
　む日があります。どの施設でも参加できます。

健 康 増 進 課
インフォメーション

ファミリー・サポート・クラブ援助会員研修会

援助会員のスキルアップ研修会を 1 月 13 日と
3 月 10 日に開催しました。

女性ライフサイクル研究所副所長の津村薫さん
から『援助者しての傾聴と
コミュニケーションを学ぼ
う』と『援助者して児童虐
待予防を学ぼう』をテーマ
にお話を聞きました。

より良いコミュニケーションとは
◦繰り返し聞いてみましょう
◦相手の気持ちを言葉にしましょう
◦プラスのメッセージを伝えることを大切にし

ましょう
◦相手の「良いところ探し」が良い援助のポイ

ントです
◦「当たり前」と思い込んでいる価値観を疑い

ましょう

虐待について知ろう
なぜ子どもへの虐待が起こるのか、背景を理

解し支援しましょう。親には、虐待をしてしま
う何らかの理由があります。理解を示し、支持
的に対処し、親からの信頼を得て支援していく
ことが重要です。

虐待の影響　私たちにできること
温かい支援の輪を地域社会に広げることで、

親子を見守り、支援していきましょう。
「対人援助で最も大切なことは『あなたが大切

です』という思いを伝えることです。そして、子
育ての先輩として『一緒に考えていきましょう』
という共にある姿勢を大切に、温かい応援団であ
りたいものです」など、援助者として心がけてお
きたいことを、事例を通してお話しいただきまし
た。

医療機関で受ける子宮がん・乳がん検診 
（個別検診）の受付が始まります
　現在、女性が生涯のうちがん
になる確率は 45% で、ほぼ２
人に１人ががんにかかるといわ
れています。中でも乳がんは、
女性のがん罹患率１位です。
　がんは検診で早く見つけてしまえば（早期発
見）、完治できるものもあります。例えば、早期
の子宮頸がんは 90% が完治します。
　早期発見とは、自覚症状を感じてから病院へい
くことではありません。自覚のないうちに定期的
にがん検診を受けること。それを続けて、がんの
早期発見が可能になります。
　国が薦める子宮がん検診は 20 歳以上、乳がん
検診は 40 歳以上が対象です（２年に１度の補助
あり）。受診を希望する方は、新庄健康福祉セン
ターまたは當麻保健センターまで、受診票を取り
にお越しください。
※詳しくは、健康カレンダー等をご覧ください。

5 月から平成 27 年度の年齢別つどいが始まります。希望する方は参加してください。
◦わんぱくルーム　…　2 歳児（平成 24 年 4 月 2 日〜平成 25 年 4 月 1 日生）
◦ひよこルーム　　…　1 歳児（平成 25 年 4 月 2 日〜平成 26 年 4 月 1 日生）
◦こあらルーム　　…　0 歳児（平成 26 年 4 月 2 日〜平成 26 年 9 月 30 日生）
◦らっこルーム　　…　0 歳児（平成 26 年 10 月 1 日〜平成 27 年 4 月 1 日生）

5 月 31 日は世界禁煙デー、 
5 月 31 日〜 6 月 6 日は禁煙週間です
　世界禁煙デーは、たばこを吸わないことが一般
的な社会習慣となるようさまざまな対策を講ずる
べきであるという世界保健機構（WHO）の決議
により定められました。
　禁煙のご相談は、市の健
康相談をご利用ください。



市政
ニュース

イベント
募集

まちの
安全

子育て
健康

情報
相談

　H27.5 32　H27.533

文化
教養

まちの
ニュース

公開講座【葛城学へのいざない】
　今月の公開講座は春季企画展のテーマにちなん
で、古代の渡来人たちの話題を、2 回にわけて開催
いたします。

第 1 回　『古代忍海の渡来人を探る』
　　とき　5 月 9 日㈯　14：00 ～　
　　講師　千賀久（当館館長）
第 2 回　『大和の渡来人と古墳』
　　とき　5 月 23 日㈯　14：00 ～　
　　講師　関川尚功さん（元橿原考古学研究所員）
▶どちらの回ともに
　ところ　歴史博物館 2 階あかねホール
　定員　150 名（参加無料）
　申し込み　電話または事前に窓口で受付

春季企画展

『古代忍海の渡来人を探る
―葛城市寺口忍海古墳群―』

　葛城山麓公園の整備工事にともない、1984 年か
ら 1986 年に実施された寺口忍海古墳群の発掘調査
では、数多くの古墳が発見されました。
　調査された古墳の中には、朝鮮半島からの舶

はくさい
載品

や鍛
か じ

冶道具などを副葬するものもあり、朝鮮半島か
らの渡来人、鍛冶集団と関わりの深い群集墳である
ことがわかりました。
　本企画展では、この古墳群からの出土品を中心に
展示し、当時の葛城で活躍していた渡来人たちの姿
を紹介します。
とき　5 月 2 日㈯～ 6 月 28 日㈰　
　　　※ 5 月 1 日㈮以前は常設展のみです。
ところ　特別展示室
入館料　大人 200 円　高校・大学生 100 円
　　　　小・中学生 50 円（常設展も同じ）
開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は 16：30 まで）
休館日　毎週火曜日／第 2・第 4 水曜日

新着図書
【一般書】
　会社法のしくみ　－図解で早わかり－

戸塚　美砂　新庄館
　農の６次産業化と地域振興　熊倉　功夫　新庄館
　はじめてのカラフル切り絵
　－好きな色で自由につくれる－

ゆまあひｍａｋｉ　當麻館
【児童書】
　海づりにチャレンジ！　　　千坂　隆男　新庄館
　ハートのはっぱかたばみ　　広野多珂子　當麻館
　ともだちはうま　　　　　　村上しいこ　當麻館

第 19 回葛城歌壇　短歌募集
今年も葛城歌壇の短歌を募集します。皆さまのご

応募をお待ちしています。
応募方法

1 人 2 首以内（自作未発表作品、応募作品の著
作権は図書館に帰属）
応募用紙または原稿用紙に、作品、住所、氏名、
年齢、電話番号を記入（漢字には必ずフリガナ）

出詠料　市内在住者は無料
応募締切
　8 月 31 日㈪　※当日消印有効
応募先・問　新庄図書館

本校では、「郷
土の伝統行事・
文化財を知り、
地域や郷土に愛
着をもつ心を育
む」ことを大切
にしています。

その一環とし
て、昨年の 11 月 18 日「當麻寺の聖衆来迎練供養
会式（當麻連

れ ん ぞ
座）」のお話を伺い、実演も見せてい

ただきました。当日、薄暗くした体育館の入口から
登場した観音菩薩と勢至菩薩。その荘厳で厳粛な動
きと金色のお顔に、子どもたちは思わず息を呑み、
その目はくぎ付けになりました。

また、3 年生は毎年秋の遠足で相撲館「けはや座」
に行きます。相撲の歴史などを勉強して、まわしを
付け土俵で相撲をとらせていただきます。「はっけ

よい、はっけよい」のかけ声にあわせ土俵の感触を
楽しみました。

1 年生の生活科では、毎年「寿連合会」の方々に
ご来校いただき、「昔遊び」の学習をしています。「あ
やとり」「竹馬」「お手玉」「紙風船」「羽根つき」な
ど、今ではなかなか巡り会えない心温まる昔の遊び
を教えてもらいます。色々な昔の遊びに、子どもた
ちは歓声をあげて楽しんでいました。
「地域の伝統・文化が大好きな忍海っ子」。これか

らも、地域を
愛する子ども
として、成長
していってほ
しいと願って
います。

地域の文化を学んでいます！

葛城っ子スペシャルショット

忍海小学校

とき　　5 月 17 日㈰　13：30 〜　
ところ　當麻図書館　おはなしの部屋
　◇パネルシアター：ねずみの大りょこう
　☆おはなし：ヤギとライオン
　☆絵本：きょだいなきょだいな　ほか

とき　　5 月 23 日㈯　14：00 〜　
ところ　新庄図書館　ふれあいルーム
　◇ペープサート：くるるんかさ
　☆おはなし：ねずみと時計　ほか

◇小さい子向け　☆大きい子向けプログラム
※おはなしが始まると部屋には入れません。時間に間に合うようにお越しください。

松下奈緒コンサートツアー 2015　MusicBox

とき　7 月 5 日㈰
開場　16：30　開演　17：00
ところ　新庄文化会館
　　　　マルベリーホール
入場料金　全席指定・税込み

一　般　6,500 円
友の会　6,000 円（1 会員 2 枚まで）

※未就学児の入場はできません。
チケット発売
　一般窓口販売　5 月 16 日㈯　10：00 ～
　　　　　　　　※ 9：00 から整理券配布。
　一般電話予約　5 月 16 日㈯　13：00 ～
　友の会先行電話予約　5 月 9 日㈯　10：00 ～
主催　葛城市　　　問　新庄文化会館

第６回　マルベリーホール J-POP 限定！
　　　　のど自慢大会　出場者募集
とき　7 月 20 日㈪㊗　
　開場　13：00　開演　13：30
ところ　新庄文化会館マルベリーホール
出演料　1 人（組）1,000 円　募集人数　15 人（組）
申込方法　6 月 7 日㈰ 9：00 に申込書に必要事項

を記入のうえ、新庄文化化会館ロビーにお集まり
ください。9：00 時点で出演希望者が多数の場
合は抽選となります。

おはなし会

催し物のご案内
新庄文化会館（マルベリーホール）
バイオリン発表会キラキラコンサート

とき　5 月 6 日㈬　13：00 ～
主催　辻朋子

當麻文化会館（ホール）
葛城市歌謡連合会発表会

とき　5 月 10 日㈰　9：00 ～
主催　葛城市歌謡連合会

絹歌謡塾歌祭り
とき　5 月 24 日㈰　10：00 ～
主催　絹歌謡塾【☎ 0745（48）4438（藤枝）】

【特別割引チケットのご案内】
ベンチャーズ　ジャパン・ツアー 2015
とき　7 月 25 日㈯　17：00 ～
ところ　新庄文化会館マルベリーホール
入場　有料　チケット好評発売中！
　　　（詳しくはお問い合わせください）
主催　キョードー大阪／葛城市／ FM COCOLO
問　新庄文化会館
★マルベリー友の会会員募集中
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Information
情報コーナー＆無料相談

相談 とき ところ 予約 問い合わせ

人権・行政・
心配ごと相談

5 月 14 日㈭ 9：00 〜 12：00 新庄庁舎
不要

総務財政課・人権政策課
社会福祉協議会

【☎ 0745（48）3373】
★忍海集会所は女性の相談員

5 月 21 日㈭ 9：00 〜 12：00 忍海集会所★
5 月 28 日㈭ 9：00 〜 12：00 當麻文化会館

　人権に関する悩み、行政に対する相談、暮らしの中での心配ごとに、専門の相談員が応じます。

弁護士による
法律相談

5 月 21 日㈭ 13：00 〜 16：00 新庄庁舎
要予約 企画政策課

5 月 28 日㈭ 13：00 〜 16：00 當麻文化会館
　奈良弁護士会所属の弁護士が、法律に関する相談に応じます。（1 回 20 分）

中南和
法律相談センター

法律相談

毎週月曜日 13：00 〜 16：00 五條市福祉センター
要予約

奈良弁護士会
【☎ 0742（22）2035】
※左記以外の会場・日程もあります。
　詳しくは、お問い合わせください。

毎週火曜日 13：00 〜 16：00 桜井市役所
毎週木曜日 13：00 〜 16：00 大和高田市総合福祉会館
　奈良弁護士会所属の弁護士が、法律に関する相談に応じます。（1 回 30 分）

子ども・若者
サポート相談

毎週月・木・金・土（祝日除く）
10：00 〜 12：00・13：00 〜 16：00 當麻文化会館内 要予約

サポートルーム（生涯学習課）
【☎ 0745（48）8

ハローサンキュー
639】

　社会生活を営む上で悩みを有する方や家族に、臨床心理士による相談や支援機関の紹介を行います。

ひとり親家庭の
出張就業相談

5 月 8 日㈮ 10：00 〜 16：00 當麻庁舎 要予約 子育て福祉課
　ひとり親家庭を対象に、就業に関する相談に応じます。

増改築・耐震
相談

5 月 10 日㈰ 9：00 〜 12：00 當麻文化会館

不要

葛城市建築組合または都市計画課
藤井本正明

【☎ 0745（69）2753】（當麻）
藤井本　弘

【☎ 0745（69）2877】（新庄）

5 月 23 日㈯ 13：00 〜 17：00 中央公民館

6 月 7 日㈰ 9：00 〜 12：00 當麻文化会館
　増改築や耐震に備えての相談に応じます。

消費生活相談
毎週月曜日 10：00 〜 16：00

（12：00〜13：00を除く）
新庄庁舎

不要
商工観光課または
御所市役所市民課

【☎ 0745（62）3001】毎週木曜日 御所市役所
　「架空請求」や「悪質商法」などの消費生活に関する相談に応じます。

手話通訳者の
設置

毎週水曜日 13：00 〜 17：00 新庄庁舎※
不要

社会福祉課
【FAX 0745（48）3200】
※ 6 日㈬㊡は、8 日㈮に振替毎週木曜日 13：00 〜 17：00 當麻庁舎

　聴覚障害のある方へ、手話通訳者が市役所窓口で手話通訳を行います。

今月の
休館・休園日

5 月 6 月
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

新庄図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休
當麻図書館 休 休 休 休 休 休 ※ 休
新庄文化会館 休 休 休 休 休 休 休
當麻文化会館 休 休 休 休 休 休 休
歴史博物館 休 休 休 休 休 休 休
相撲館 休 休 休 休 休 休 休 休
當麻スポーツセンター 休 休 休 休 休 休 休
コミュニティセンター 休 休 休 休 休 休 休
中央公民館 休 休 休 休 休 休 休
ふるさと公園 休 休 休 休 休 休 休 休
葛城山麓公園 休 休 休 休 休 休 休 休
いきいきセンター 休 休 休 休 休 休 休 休
ゆうあいステーション 休 休 休 休 休
おたがいさまサポートハウス☆ 休 休 休 休 休
市民サービスコーナー☆ 休 休 休 休 休 休 休 休
市民サービスコーナー◇ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

※ : 整理休館日　☆ : 寺口ふれあい集会所とゆうあいステーション　◇：忍海集会所
○市民サービスコーナーでは、住民票の写し・印鑑登録証明書の発行や市役所との相談連絡業務、
　おたがいさまサポートハウスでは、買い物支援・健康管理支援業務を行っています。

75 歳のお誕生日を迎える方へ

　75 歳になると、これまで加入
していた医療保険から後期高齢者
医療制度へ移行します。新しい被
保険者証は誕生月の前月に発送し
ます。今月の送付対象者は 6 月
生まれの方です。
※ 75 歳の誕生日から高齢受給者 
　証はなくなり被保険者証だけで
　病院へかかることができます。
　　　　　　　　　　　▶保険課

                  デュ―ク更家公認   
伊
だ て

達荒
あらんど

人ウォーキング教室

広告（広告を募集しています。詳しくは、企画政策課まで）

新庄地区の以下のごみは
ゴールデンウィーク中も収集します
5 月 4 日㈪㊗：一般家庭ごみ
5 月 5 日㈫㊗：一般家庭ごみ
　　　　　　　不燃ごみ
5 月 6 日㈬㊡：新聞・資源ごみ

ごみ収集日のお知らせ

ペットボトルは
キャップとラベ
ルをはがして専
用袋で出してね

とき　5 月 16 日㈯
　　10：00 ～ 11：30
持ち物　水・麦茶など
服装　運動をしやすい服装
ところ　ゆうあいステーション
※「健康キャラバン」（各種健康
チェック）も同時実施しています。

▶健康増進課

オストメイトの方へ
個別相談会

　オストメイトの方（人工肛門、
人工膀胱の方）はさまざまな悩み
や苦労があると思います。このこ
とについて、専門家に相談して元
気になりませんか。
対象　県内在住のオストメイトの
　方（会員でなくても可 )
とき・ところ
① 5 月 19 日㈫　９時～ 12 時
　奈良県文化会館１階第１会議室
　（奈良市登大路町 6 − 2）
②５月 23 日㈯　９時～ 12 時
　奈良県社会福祉総合センター
　２階ボランティアルーム
　（橿原市大久保町 320 − 11）
相談料　無料（申込み不要）
対応者　専門看護師、支部役員（ピ
　アサポーター）、ストーマ装具
　業者（製品を展示）
▶（公社）日本オストミー協会　
　奈良県支部事務局
　【☎ 0742（49）1839】（三田村）

市内一斉清掃は 5 月 17 日㈰

　5 月 17 日は、市内一斉清掃の
日です。住み良い美しいまちづく
りを目指し、自宅周辺を中心とし
た美化清掃に皆さまのご協力をお
願いします。　　　　　▶環境課

観光ボランティアの会
会員募集しています

　「葛城市観光ボランティアの会」
では会員を募集しています。
　わたしたちと一緒に葛城市の観
光や歴史、文化を学び、観光客の
方々に、本市のすばらしい宝を紹
介してみませんか。お気軽にお申
し込みください。
問 相撲館【☎ 0745（48）4611】

　知的障害のある幼児や児童の保
護者等に対して、本校の教育につ
いての理解と認識を深めていただ
くために、体験学習・見学会を行
います。
小学部
対象・とき　知的障害のある幼児・
保護者、幼稚園の教員、保育園の
保育士、施設の指導員ほか
5 月 28 日㈭　9：30 ～ 12：00

（平成 29 年度就学予定幼児）
5 月 29 日㈮　9：30 ～ 12：00

（平成 28 年度就学予定幼児）
中学部
対象・とき　知的障害のある小学
6 年生・保護者、小学校教員ほか
6 月 10 日㈬　9：30 ～ 12：00
教育相談日
　お子さまの日常指導・教科指導
等特別支援教育の相談等にご利用
ください。事前申込みが必要です。
問　奈良県立大淀養護学校

【☎ 0747（52）7655】
【 ooyodo-ssedu01@kcn.jp】

県立大淀養護学校
体験学習・見学会

広告を募集しています
媒体 広告料

広報かつらぎ 1 号につき　10,000 円
ホームページ 月額　5,000 円
公共バス

「葛城号」・「ミニバス」
月額　1,000 円〜 4,500 円
※掲載位置により異なります

　皆さまの大切な資産を活用することで得られた広告料収
入は、市政の貴重な財源として役立てられます。

▼広告掲載に関するお問い合わせは、企画政策課まで

お知らせ
４月号で募集した認知症ケア
向上推進事業『認知症カフェ』
は一定数の応募がありました
ので、今年度の募集は締め切
りました。　　▶長寿福祉課



全身全霊で生み出す
和太鼓の勇壮な響きを
世界中に届けたい

古代から様々な場面で人々を
鼓舞し、楽しませ、心を癒

してきた和太鼓。私たちにとっ
て最も身近な楽器の一つです。
　明日香村に拠点を置く和太鼓
集団「倭

やまと

」は、この和太鼓の響
きを世界中に伝えようと 1993
年の結成以来、世界各国で公演
を行っています。
　玉井碧さんは「倭」に入団し
て 15 年。高校時代、倭の演奏
に出会い、感銘を受けたことが
きっかけだったといいます。
　「高校卒業後の進路を考えて
いた頃、倭の演奏を聴いて、私
も和太鼓で自分自身を表現した
いと思いました」

　明日香村の拠点では、メン
バー全員が共同生活を行ってい
ます。当番制で家事を行い、一
日のほとんどの時間を練習に費
やします。こうした一体となっ
ての生活と練習が、「倭」のリ
ズムの礎になっています。
　一年のうち半分以上は海外公
演というハードスケジュールを
こなす和太鼓「倭」。鍛錬は常
に欠かしません。
　「力を入れれば入れるほど、
大きな音で応えてくれるのが和
太鼓なんです。私も常に全力で
演奏できるように心がけていま
す」と話す玉井さん。
　「今後は、倭の迫力ある演奏

を間近で体感できる機会を増や
していきたいですね」と、日本
国内での活動にも意欲を燃やし
ます。幼稚園や小学校で和太鼓
教室を開催し、子どもたちに和
太鼓を教えることもあります。
　「長い歴史をもつ奈良の地か
ら、和太鼓の魅力を発信してい
きたいと思います。世界中の
人々に和太鼓の響きがもつパ
ワーを伝えたいですね」

和太鼓  倭 -YAMATO-
1993 年、明日香村で結成。これまで 53 か国で 3,000 回以上
の公演を行い、観客動員数は 600 万人を突破。英国メディアか
らは「肉体の音楽」と賞賛される。
今年は 4 月から全英ツアー、その後に欧州ツアーを控える。
　ホームページ　http://www.yamato.jp/info/index.html 
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thank you for reading... 

人の動き　4 月 1 日現在（前月比）
男 17,722 人 （− 35 人）
女 19,257 人 （− 26 人）

合 計 36,979 人 （− 61 人）
世帯数 13,918 戸 （＋ 13 戸）

　

1982 年、葛城市生まれ。高校卒業後、和太
鼓「倭」に入団し、世界各国で和太鼓演奏を
披露する。明日香村在住、32 歳
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　葛城ゆかりのキラリと輝く人を紹介します
葛城人「わたしたち、かつらぎびと」


